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WATANABE 
SHINYA

売れる商品ページを作る方法 

デザインのセンスがなくても



はじめに 

この『無料レポート』は中国輸入ビジネスで最も習得が難
しいとされる商品ページ作成についての攻略法を執筆した
ものになります。 

「美術のセンスがない人」は中国輸入ビジネスで勝負し
たくても乗り越えられない高い壁が存在しています。 

でも、安心して下さい。 

私はこの部分で本当に苦労してきました。 
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そして私はこの分野の研究を１０年も続け、ようやく美術
のセンスがない人でも売れる商品ページが作れる攻略法を
作ることに成功したのです。 

具体的な内容はレポートの最後の章で紹介しています。 

現在、中国輸入ビジネスで新たな打開策を探している方や
これから始めようとしている全ての挑戦者にとって、必ず
役に立つ内容だと確信しております。 

レポート内容は全て私の本物の実体験を元に作成していま
す。 
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実はこのレポートは構想から完成まで３年以上の時間を使
いました。 

このレポートを作ることで喜んでくれる多くの後輩達が 
いると同時に、 

自分が稼ぐために研究してきた内容を競争相手が見ている
場所でわざわざ文章に書き起こし公開するという行為が、 

途中から意味のないことのように思え、精神的にも辛く、
また執筆自体もとても骨の折れる作業でもありました。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ4 430



途中、何度も挫折しそうになりましたがようやく完成まで
こぎつけることができた最も大きな理由の一つは、私自身
が中国輸入という業界に出会えたからこそ、 

『金融資産で１億円以上』のお金を貯めることができた、
と考えているからです。 

そのため私の発信する情報を信じ、私の歩いてきた足跡を
続こうとする全ての中国輸入プレイヤーの今後のビジネス
の発展を願いましてこのレポートを作らせていただくこと
を決意しました。 

この無料レポートをもちまして私からこの中国輸入業界に
携わる全ての方への最後の恩返しとさせて頂きます。 
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これが本当に本当の最後のノウハウです。 

是非、参考にしてください。 

WATANABE　　SHINYA
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中国輸入は商品ページがダメだとまったく稼げない！ 

中国輸入ビジネスは売れる商品ページの作り方を練習しな
ければ、どこかの時点で必ず稼げなくなると断言します。 

ただ、残念なことに売れる商品ページの作り方を習得する
事は中国輸入に取り組む多くの人にとって最もハードルが
高い作業になっているようです。 
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スタートしたばかりの初心者が最も難しいと感じる作業
は、 

「何の商品が売れるのか？」というリサーチの部分
だと思います。 

しかし、中国輸入に挑戦してからしばらくすれば最も難し
い事は売れる商品ページを作ることだと強く感じることに
なるはずです。 
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売れるページ作りは最も習得が難しい 

私の経験上、売れる商品ページ（以下、商品ページ）を 
作ることができずに挫折した中国輸入プレイヤーの割合は
驚くほど多いと感じています。 

その理由は商品ページを作るためには考えなくてはいけな
い項目が驚くほど多く存在するからです。 
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例えば、ページの背景やモデルの性別と年齢、それだけで
なく必要に応じてモデルの表情やポーズも指定しなければ
なりません。 

複数の商品を同時に行うと決めることが多すぎて、一つの
商品に対して多くの時間を割くことができなくなります。 
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つまり、同時並行で沢山進めると中途半端な商品ページを
作ってしまうことになるのです。 

また、お金を払って商品ページ制作会社に依頼したとして
も簡単には売れるページは作れないという事も知っておか
なければなりません。 
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制作会社に丸投げすると売れるページは作れない 

もしあなたが商品が売れないのは商品ページ作成会社の腕
が悪いことが原因で、探せばどこかに売れるページを作れ
る業者やデザイナーが存在するはずだ。 

と考えているならその考えは今すぐ改めた方が良いでしょ
う。 
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商品ページを代わりに作ってくれる制作会社というのは、
あなたから指示のあった内容を綺麗なデザインに落としこ
むことが仕事なのです。 

考えてみれば分かりますが、ページ制作会社には毎日のよ
うに同じような商品がお客から持ち込まれています。 

また料金が格安の制作会社ともなれば１人のお客に対して
時間を多く割いてしまうと利益を残すことができません。 

そのためページ制作会社はお客から持ち込まれた商品を、 
ある程度綺麗なデザインに仕上げて納品することを主な 
業務としているのです。 
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考えてみれば分かりますが、ページ制作代行会社にとって
はお客の商品が売れようが売れまいが会社の利益にはほと
んど関係ありません。 

業者が時間を使って良い商品ページを作ったとしても全く
売れない商品は驚くほど多く存在します。 

商品ページ制作会社に「おかげさまで沢山売れました！」
と連絡を入れたとしても、 

「お褒めいただきありがとうございます！」 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ17 430



程度の返信しか返ってきません。 

おそらくページ制作会社としてもその商品が売れた理由は
自分たちの力だとは思っていないはずです。 

私の経験からも商品が売れた理由の大半を占める部分は、
あなたの商品選びが良かったことと、 

あなたが考えた商品ページの構成が上手だったことが主な
な要因であることがほとんどです。 

そもそもページ作成会社は依頼者の商品が売れようが売れ
まいが関係なく確実に一定のお金をお客から受け取ること
を目的としているビジネスモデルだからです。 
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もう少し本質的な話に踏み込むと制作会社の本当の仕事は
お客が文句を言わない程度に綺麗な画像を作って納品する
ことが業務なのです。 

私は以前、なぜ業者はお客の依頼に対して本気で商品ペー
ジを作ろうとしないのか？ 

その理由を制作会社に勤めているデザイナーに直接質問し
たら、 

「忙しいから」と、答えを頂いたことがあります。 
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商品ページ作りが難しい理由 

私は過去に１５０人近くに中国輸入ビジネスを教えた経験
から商品ページ作りが多くのプレイヤーにとって最も難し
い最大の原因が分かってきました。 

その答えは、その人自身に「美術のセンスがない」 
ことが原因だったのです。 

この言葉が最も分かりやすい表現だと思います。 

大半の人は商品ページ制作会社が作ってきたページを見て
も納品されたタイミングで売れるかどうかを判断すること
ができません。 
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それが本当に良いページかどうか、つまり売れるページな
のかどうかを判断できるのは実際に販売を開始して１ヶ月
ほど経過した後になります。 

業者が完成した商品ページの修正を無料で引き受けてくれ
る期間はほとんどのケースで納品から30日以内が常識と
なっています。 

それだけでなくもっと深刻な問題は商品が売れなかったと
してもほとんどの人は商品ページのどこをどのように修正
すれば良いのかがさっぱり分からないことなのです。 
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完璧にマスターするには美術のセンスが必要 

もし、あなたが過去の経験などから自分は他人よりも美術
の才能があるほうだと感じているなら、 

中国輸入では他のプレイヤーより有利にビジネスを進める
ことができるでしょう。 

例えばあなたが現在の仕事でイラストレーターやフォト
ショップなどを使う職場で働いているとしたら、 

中国輸入ビジネスに参入すればきっと他のプレイヤーより
も大きなアドバンテージになるはずです。 
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また過去に漫画家を目指していた方や学校の授業では常に
美術の成績が高得点だったような人なら、商品ページ作り
のプロセスでその能力は必ず役に立つはずです。 

思い当たる部分があるなら中国輸入に挑戦すると良いで
しょう。 

思ったよりも簡単に高収入を稼げるかもしれません。 

そして、美術のセンスがない人、 

例えば、３０歳を過ぎても未だに暴走族が乗るような車高
の低い車に乗っているような人や、 
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アニメの顔が大きく入ったTシャツを着ているような人は、
大変酷な話ですがこの部分でとても苦労することになるか
もしれません。 

いや、もはや解決策はないのではないか・・・とすら思っ
ています。 
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この「美術のセンス」というのは本当にどうしようもな
いものなのです。 

デザインのセンスがない人は中国輸入ビジネスで勝負しよ
うと思っても乗り越えられない高い壁が存在しているので
す。 

でも、安心して下さい。 

私はこの部分で本当に苦労してきました。 
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そして私はこの分野の研究を続けてようやく美術のセンス
がない人でも売れる商品ページが作れる攻略方を作り出す
ことに成功したのです。 

具体的な内容はこの文章の最も最後の部分で紹介していま
す。 

しかし、その前にまず飛ぶように売れる商品ページとは、
一体どのようにして作られたのか？ 

作り手の裏側を先に知ることであなたの現在の位置を確認
し、これからどのような道を通れば最短でマスターできる
のかが理解できるようになります。 
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目指すべき方向も分からずにただ闇雲に作業を続けるだけ
では目的地には永久に辿り着けないのと同じです。 
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ランディングページとは？ 

まず楽天で良く見る縦長の商品ページを、 

ランディング・ページ（LP)と呼びます。 

ランディングページは統一されたデザインに見えますが１枚
１枚の画像が縦長につながっているだけです。 
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楽天では縦長になっていてZOZOTOWNなどでは横に並べ
られています。 

私が伝えたいことはLPは一枚一枚の画像が繋がって構成さ
れていますが必ずしも全ての画像のデザインを統一する必
要はないということです。 
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それを先に伝えておかないと、あとでランディングページに
変更を加えたいと思った時に、統一感をなくしてはいけな
いと思って修正を加えることをためらってしまうからです。 

途中でLPの背景と違う色の画像を途中で差し込んでも、
まったく問題はないということを覚えておいて下さい。 
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通常はLP制作会社に依頼して作成してもらったページの 
デザインは背景の色などが統一されて納品されます。 

このことを知っておかないと、あとで編集を加えたくなっ
たときに最初のデザインを壊してはいけないのではないか
と考えてしまい修正をためらってしまうからです。 

色は統一されていなくても飛ぶように売れている商品ペー
ジは沢山存在しているので安心して下さいね。 

という意味です。 
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LPは長い方と短い方のどちらが良いのか？ 

ランディングページは大抵は２０枚程度の画像が縦長につな
がって構成されています。 

ネットショップの場合は画像の枚数に制限はありませんが
ヤフーショッピングなどは２３枚までと制限があります。 

一般的にLPは平均して２０枚程度の画像で構成されている
ことが多くなる印象です。 

たまに風の噂で、 
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「最近は短いLPが流行ってるそうですよ！」 

と教えていただくこともありますが実はそれは正しくあり
ません。 

ランディングページというのは枚数の制限がないと仮定する
なら意図的に長くしたり短くしたりするものではないから
です。 

伝えたい情報が多いと自然と長くなってしまうだけなので
す。 

例えば、商品の洗濯方法まで記載しようと思えばその部分
の説明が追加で必要になります。 
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洗濯方法の説明が書いてあるページとそうでないページで
は説明がある方が長くなってしまうのは当然なのです。 
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またプレゼント品などがあることを伝えた場合もLPが長く
なる原因となります。 

つまり、ランディングページは時代の流行と共に長くなった
り短くなったりするのではなく、 

伝えたい情報が多ければ自然と長くなってしまうだけなの
です。 

覚えておきましょう。 
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LPに法則はあるのか？ 

ランディングページには「こうすればお客さんが買いたくな
りますよ」というような法則のようなものもありますが、 

人によって言っていることもマチマチなので私は無視して
作ることを推奨しています。 

なぜかと言うと法則を覚えてその通りにしようとすると、
逆にぎこちないページになってしまったりするからです。 

先程説明したようにランディングページは一枚の画像がつな
がっているだけなので、気に入らなければ途中で画像の順
番を好きなように入れ替えても差し支えありません。 
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法則を意識してぎこちなく作るよりも自分なりに友人に話
すように作成するほうがユーザーにも言いたいことが伝わ
るはずです。 

もし途中で変更したくなったら「ランディングページ順番」
とGoogleで検索して後から画像の順番を並び替えても問題
ありません。 

そして今までの私の経験から言えば、自分の伝えやすいよ
うに友達に説明するように作ったほうが購入率は上がるこ
とが多かったです。 

商品の性能に嘘さえついてなければあなたの伝えやすい順
番で説明する方が確実に良いページになります。 
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特別意識して欲しい事が1つだけあるとすればユーザーが購
入したくなるように表現することです。 

機能や効能を漏れなく商品ページに記載するのは当然のこ
とですが、それだけでなく、 

ユーザーが購入したくなるように作ることができれば商品
ページとしてパーフェクトになります。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ38 430



どうすれば欲しがらせることができるのか？ 

これはとっても難しい内容です。 

購入したくなるようにページを作りなさいと言われるのは
「漫画を書いて感動させなさい！」と意味は同じです。 

欲しがらせるわけですから機能や効能をただ書くだけでな
く欲しくなるように表現する必要があるのです。 

これが出来るようになると本当に良い商品ページに仕上が
ります。 
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セールスが得意な人はこの部分で他のプレイヤーよりも、
有利に進めることができると思います。 

しかし、そうでない人はもしかしたらこの「欲しがらせ
る」という部分で苦労するかもしれません。 

これもある意味センスが必要な部分なのだと思います。 

しかし、安心してください。 

もし、苦手であるならその部分を他の人に代わりにやって
もらえば良いのです。 
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基本的にこの部分はLP制作業者に頼った方が効率が良いで
しょう。 

大切なことは売れる商品ページを作るには機能や効能だけ
を説明するのではなく「欲しがらせるように説明する」、
とだけ今は覚えておけば良いでしょう。 

そもそも商品ページを作っている多くのプレイヤーは、
「欲しがらせるように説明する」ということをまったく意
識せずに製品の機能しか書いていないのが現状なのです。 

このことを知識として知っておくだけでも他のプレイヤー
よりも有利にビジネスを進めることができるはずです。 
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ランディングページの基本構造 

LPがどのような構成で作られているのか説明を簡単にする
ために商品画像の少ないAmazonの商品ページで解説をし
ます。 

現時点でベストセラーの商品で題材にちょうど良い商品を
探してみました。 
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Amazonでは１枚目の画像はサムネイル画像が表示される
ので２枚目の画像が実質的なランディングページの１枚目
ということになります。 

サムネイルとは検索窓口にキーワードを入れたユーザーが
最初に目にする画像のことです。 
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サムネイルだけを除外して残りの５枚の画像を順番に縦長
に全て並べました。 

これを使ってLPがどのような構成で作られているのか、 
１枚目の画像から順番に解説いたします。 
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１枚目の画像は全機能を詰め込んだ雑誌の表紙 

LPの最も最初の部分の画像は商品の機能を全て詰め込んだ
雑誌の表紙をイメージして作ると分かりやすいと思います。 
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いきなり機能の説明を始めるのではなく、これから紹介す
る商品の全機能を一枚の画像に詰め込んだ雑誌の表紙をイ
メージして作って下さい。 

商品タイトルやキャッチフレーズなどもあれば見出しに、
大きく掲載すると良いでしょう。 

この商品の場合は、 

「Air  Light  Sneaker（エアライト・スニーカー） 」です。 

多分ですが、「空気のように軽いスニーカー」ということ
を表現しているのでしょう。 
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そのスニーカーの雑誌の表紙という感じで作成します。 

ただし、後述しますが最近はサイトによって画像の枚数に
制限もあるので、 

一枚目の表紙の部分は外して２枚目の商品説明の部分から
画像を使う人も多くなっています。 

また、表紙は使わずにランキング入賞などの実績の画像を
１枚目にするケースも多くなってきました。 

表紙は絶対に必要というわけではなくなってきていること
もトレンドとして覚えておくと良いでしょう。 
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２枚目の画像 
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２枚目の画像は商品の機能や性能が説明されています。 

Amazonは他のサイトと比べ登録できる画像の枚数が９枚
までと少ないです。 

そのせいか１枚の画像の中に６つの機能の説明が詰め込ま
れていますね。 

注目するべきポイントは機能が書かれている順番です。 

１番目に「軽い」ことで説明されていて、６番目に「男女
兼用デザイン」が説明されています。 
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商品の名前をもう一度見てみて下さい。 
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「Air-light sneaker」と書いてあります。 

商品タイトルにもカタカナで「エアライト　スニーカー」
と書かれています。 

つまり、この商品の最も重要な機能というのは 
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「軽いスニーカー」という部分なのです。 

もし、これが６番目にある「男女兼用デザイン」の機能が
１番はじめに説明されていたらどうなるでしょうか？ 

その場合「男女兼用スニーカー」というタイトルに
なるはずです。 

このことから分かるように説明画像というのは重要なこと
から上に配置するのが鉄則なのです。 
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画像は重要なことから上に配置する 

もう一度、２枚目の画像を見てみましょう。 
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１番最初が「軽量」の説明で２番目に「超衝撃吸収設計」
の説明になっています。 

この順番から分かることはこのページを作った販売者は、 

１番目に重要な機能は「最軽量」で、 

２番目に重要な機能が「超衝撃吸収設計」と判断したので
す。 

画像の順番というのは最も重要だと思うことから上に配置
することが商品ページの基本的構造になっているのです。 
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３枚目の画像の解説 
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３枚目はスニーカーの様々な角度の写真を使って、 

「どのシーンでも似合うでしょ！」 

と言いたそうな画像が沢山並んでいますね。 

画像の配置の順番というのはページ製作者がユーザーに
とって重要だと思うことから上に配置したものなのです。 

これ以降は同じ話が続くだけなので解説はこれで終了しま
す。 
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ユーザーは３秒で離脱する 

なぜ商品ページは重要な内容の画像を上に配置する必要が
あるのでしょうか？ 

その理由は訪れてくれたユーザーが最後まで商品ページを
見てくれる保証はないからです。 
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ユーザーというのは商品ページに訪れたとしても気に入ら
なければすぐにページから離脱します。 

それを判断するスピードはたったの３秒と言われていま
す。 

そのため、ユーザーに最も見てもらいたい画像はできる限
り上の方に配置しなくてはならないのです。 

ユーザーは最初の３枚の画像を見て残りの画像を見るかど
うかを無意識に判断していると言われています。 

そのためできる限り最初の画像でユーザーの求めている商
品であることを伝えなければならないのです。 
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だから商品の重要なことを最も上に配置するというわけで
す。 

これでLPの構成の順番の説明は終わりです。 

簡単でしょ。（笑） 

つまり、商品ページというのは最初の１枚目は商品の全て
の機能を掲載した雑誌の表紙を作り、 

２枚目からは重要だと思う順番に説明していく流れとなる
のです。 
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転換率とは？ 

あなたが作った商品ページがどれだけ良いものか？という
のは数値で測定できます。 

ちゃんと数値で測れるのです。 

それをEC通販業界では転換率（てんかんりつ）と言いま
す。 

転換率とはあなたの商品ページに訪れたユーザーがどのく
らいの割合で購入してくれたのかを表す数値のことです。 
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転換率は楽天の管理画面からいつでも確認することができ
ます。 

例えば１００人がサムネイル画像をクリックしてくれて商品
ページまで訪れたとします。 

その内の３人が実際に購入してくれたなら転換率は３％と
表現します。 
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転換率の数値の判断基準 

５％：ダメ 

８％：普通 

１０％：まあまあ 

１５％：良い 

２０％：凄い 

２５％：超凄い 

３０％：神 

と呼ぶので暗記しておきましょう。 

※今回は詳しい説明を省きますが広告を使う場合は転換率１５％以上の
商品ページで使うようにしてください。 
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中国輸入との出会い 

さて、これでランディング・ページ（LP)は１枚１枚の画像
を繋げて作られていることが理解できたと思います。 

次は楽天で最も売れている商品ページというのはどのよう
に生み出されてきたのか？ 

その背景に迫っていきたいと思います。 

その前に、少しだけ私の自己紹介をしたいと思います。 
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私は2013年に中国輸入ビジネスに出会うまでは新聞配達の
アルバイトで生計を立てて暮らしていました。 

ずっとフルタイムのバイトで生計を立てており比較的早く、
社会に放り出された私は２２歳くらいの時には既に、 

このまま何もしないと自分の将来は確実に暗いものだと、
頭では理解していました。 

ただ生きるためだけに上司の命令に従い続けなくてはいけ
ない生活がずっと続くことに絶望を感じていました。 
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そこで人生を逆転できる方法はないか真剣に探し始めまし
た。 

最初は大学に行きさえすれば道は開けるのではないか？と
も考えましたが、私の場合は高校卒業の資格もないのでそ
れは現実的ではない方法のように思えました。 

また、フルタイムの仕事をやりながら学校の勉強を何年も
続けることは自分の能力では難しいと思いました。 

私は小学校の時から文章問題が出されると問題の意味が 
理解できなくてパニックになってしまうのです。 
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まず問題の意味が正しく理解できているのか先生に確認し
ないと前に進めないのです。 

意味不明な日本語の文章に対するツッコミばかりが頭の中
を埋め尽くしてしまい、制限時間内に問題の意味を理解す
ることができないのです。 

ちなみに車の免許も筆記試験は落ちているので『裏校』を
受けることでしか取得できませんでした。 

この状態は後にちゃんとした病気だということが分かった
ので正直ホッとしました。 
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そこで私は勉強ができなくても人生を逆転できる方法を、
模索していました。 

当時パチンコ屋でバイトしていた時の先輩からいきなり、
堀江貴文氏の「稼ぐが勝ち」という本をもらいました。 
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「ナベちゃん。これ面白いから見た方がええよ！」と言わ
れ私に向かって放り投げてきたのです。 

最初は「自分にこんな難しい本が読めるのか？」と思いま
したが、なんとその日に一気読みしてしまったのです。 

文章が簡単ですごく読みやすかったのです。 

その時に私は学校のクイズみたいな文章は理解できなかっ
たけど本は普通に読めることに気がついたのです。 
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後で分かりましたが、この本は意図的に分かりやすい言葉
だけで書かれた本だったのです。 

つまり、本当に伝えたいことがあるときは難しい言葉なん
て使う必要はないのです。 

いえ、難しい言葉を使わないようにすることこそが文章の
テクニックそのものだったのです。 

それを知った時に学校の問題はわざと分かりずらく書いて
あることに気がつきました。 

だから意味が分からなかったのです。 
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「さぁ、君はこの意味が分かるかなぁ～？ふふふ」 

って感じで文章を作っているので当然ですね。 

それをきっかけにして私は一気に本の虜になりました。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ72 430



なぜなら、学校の勉強ができない私でも人生逆転できる 
方法が見つかるかもしれないと思ったのです。 

まず、堀江さんの『稼ぐが勝ち』に書いてある「社長なんて
誰でもできる。」というフレーズに衝撃を受けました。 

次に商売の参入ジャンルを探している時に日本マクドナルド
創業者の藤田田さんの「ユダヤの商法」に出会いました。 

その本も恐ろしいほど読みやすくてビックリしました。 

手垢が着くまでボロボロになるまで読みました。 
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（↑この本も過去に一度紛失したので買い直しています） 

そしてユダヤの商法にはしきりに「輸入が儲かる」と書い
てありました。 
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「これからも儲かるのは輸入だけだ」という言葉を真に受
けた私は輸入業で人生を逆転しようと考えたのです。 

そこで海外に自分がこれから扱う商品を探しに行こうと、
計画しました。 

そこで『地球の歩き方』というガイドブックのお土産コー
ナー掲載されている商品を現地に仕入れに行ってみようと
考えたのです。 
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ブックオフで古くなった地球の歩き方を安く大量に買って
きて、お土産コーナーの部分だけを綺麗に破いて束にして
ホチキスで留めて1人旅に出ました。 

なぜなら、お土産は日本人が海外に行ってまで欲しがる物
だと考えたからです。 

その時の詳しい話は過去に『音声』にしてメルマガで配信
したので聞いてみて下さい。 

いきなり輸入ビジネスを始めようとして日本を飛び出した
私は最後は無一文になって帰国しました。 
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しかし、日本を飛び出したことで海外には私と同じように
輸入ビジネスで暮らしていきたいと考えている日本人が多
くいることも知りました。 

私はあの時の私のような不幸な人を作らないためにも必ず
このレポートを完成させたいと思っています。 

『1人で海外に飛び出して財産を失って帰国しました…』 
↑ 

クリックして聞く 
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当時の私は商品のリサーチ方法など何も知らないので海外
に行けばどうにか見つかるものだと思っていました。 

しかし実際には何も見つからずに無念の帰国をすることに
なります。 

帰国時にポケットに残っていたお金はたったの５００ドル
だけ。 

私はまた新聞屋の寮で振り出しに戻ることになりました。 

新聞屋の店長に前借りをして、ドンキーホーテで５千円の 
布団セットを買ったところが再出発の初日です。 
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新聞屋の店長にも笑われながら「バカな夢は諦めてそろそ
ろ正社員になれ」とハッキリ言われました。 

私ももうすぐ３０歳になる。ここまでか・・と思った時に、 

新聞屋の正社員の人に、 

「君、輸入やりたいんだっけ？」と、質問されたので、 

「はい、そうです。将来は輸入で生きていくつもりです。」
と答えたら、 
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「これ行ってみれば？」と輸入ビジネスのセミナーのPDF
の資料をもらったのです。 

最初は「・・・？」と思いました。 

その時まで私は輸入ビジネスのセミナーが存在することを
知らなかったのです。 

後で気がつきましたが２０１０年頃から自宅できる副業の
ジャンルとして輸入ビジネスが流行り始めていたのです。 

その人は副業をしようとしていたようでその情報を知って
いたのです。 
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今思えば私の良かったことは周囲の人達にハッキリと、 
「輸入をやりたい」と声に出して伝えていたことでした。 

だから、その人が輸入の情報を私に教えてくれたのです。 

そのセミナーに参加した時の衝撃は今でもハッキリ覚えて
います。とにかくテクニックの情報が凄すぎて衝撃を受け
ました。 

・儲かる商品のリサーチ方法 

・扱うべき商品の価格帯について 

・知識のない商品に対してのお客への返答方法 

など具体的なやり方がセミナーで公開されていたのです。 
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１年９ヶ月も長い間、海外を放浪しても全く知り得なかっ
た売れる商品の見抜き方だけでなく、 

輸入ビジネスを成功させるための具体的なノウハウがそこ
で数多く発表されていたのです。 

衝撃を受けて震えました。 

と同時に一度諦めかけてた夢の扉がもう一度開いたと思い
興奮状態になりました。 
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有料の教材が５万円で販売されていたのですぐに購入しま
した。 

その時私はまだ「情報商材」という言葉すら知りませんで
した。 

２１歳の時に初めて購入したパソコンは経済的理由から、
既に失っていましたし、 

日本にもしばらく留守だったので浦島太郎状態の私は情報
商材の存在を一度も聞いたこともありませんでした。 
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輸入に関するテクニックが驚くほど紹介されていたので、
情報商材屋さんを「普通に神」だと思っていました。 

のちに「情報商材屋」と世間から毛嫌いされていることを
知って、 

「え、この人達って悪い人達だったの・・？　(‾◇‾;)」 
って思ったのを覚えています。　 

ちなみに私は今でも当時の彼らを結構尊敬してますけど
ね。 
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ちゃんとした人だけですけどね。 

さらに私は過去に販売されていた輸入に関する教材を全て
購入しました。 

1人のセミナー講師からだけではありません。 

文字通り売られている物は片っ端から全てです。 

徹底的に調べて文字通り全て購入しました。 

既に販売が終了していた教材はヤフオクで海賊版を購入し
ました。 
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いつ頃から彼らは輸入ビジネスのテクニックを発表してい
たのか歴史を調べるために全て購入しました。 

購入した動画を繰り返し視聴して参入ジャンルを決めよう
としていた矢先に中国輸入のノウハウが業界に流行り始め
たのです。 

その直前まで流行っていたebay輸入とアマゾンUSA輸入は
参入者が多く飽和し始めていました。 

しかし、それでも多くの人は品質が良くない低単価商品を
扱う中国輸入に対しはかなり及び腰でした。 

まず、大抵の人は一度の取引で多くの利益を欲しがります。 
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だから高単価の商品は大勢が狙うので利益率が低くなって
いる状態だと、熱く語るセミナー講師の動画を何十回も視
聴していたタイミングでした。 

逆に５００円の商品を二千円で売るような中国製品は１回
の利益額は少ないですが利益率は物凄く高いのです。 

しかし、一度の取引で千円程度しか儲からない中国輸入で
月収１００万円を稼ごうと思ったら１０００回も発送作業
をする必要があります。 

そこが最大の課題でした。 
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そこにタイミング良くAmazonにFBAという自動配送シス
テムが誕生したのです。 

中国商品とFBAを組み合わせることで千円の利益を自動で
高速回転できる仕組みが誕生したのです。 

さらに中国製品の品質の低さもあって有料セミナー参加者
でさえもほとんどの人が本気で実践しようとは思っていな
かったのです。 

有料セミナーで連絡先を交換した人から「僕は中国輸入に
はまだ手をつけてないんだよね」と連絡をもらったことで 

チャンスだと思った私は全力でアクセルを踏んだのです。 
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長くなりましたが、昔話はこれで終わりです。 

これらのことをキッカケにして私は中国輸入業界に10年近
く携わることになりました。 

そして今、楽天で売られている中国商品で儲かるカテゴ
リーを総取りしている人の多くは私が教えた人達です。 

過去に私からやり方を教わった人が次のフェーズに行ける
方法を記した内容がこのレポートなのです。 
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私は望んでこの業界に入ってきたので有料な情報でも抵抗
なく購入してきましたが、あなたは違うかもしれません。 

でも安心してください。 

そこから私が歩んできた10年間をここに残しておきます。 

話を戻しましょう。 
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刺さるLPの作り方とは 

例えば、楽天で売れる商品ページを作るなら最初にやるこ
とは購入するユーザーの気持ちを理解することです。 

類似商品を調べて購入の決め手になった理由を探します。 

調べる方法は簡単です。 

販売する類似商品のレビューを読めば良いのです。 
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例えば黒の長財布を扱う場合は既に楽天で売れている黒の
長財布をクリックすればレビューが表示されます。 

これを見ると４０代～５０代以上の男性が沢山購入してい
ます。 
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４０代以上の男性に向けて商品ページを作るのですから、
モデルはハンサムでダンディーな男性を想像します。 

上の画像はGoogleから適当に引っ張ってきましたが、この
ような雰囲気の男性を想像しながらLPの下書きみたいなも
のを作成します。 
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こんなダンディーな男性が本当にこんな安い長財布を購入
するのか？という疑問は一旦脇においておきましょう。 

あくまでもイメージです。 

ただ、これはいま私が適当に想像して選んだ画像ですが、
もっと深く商品レビューを読み込んでいくことで実際の 
購入者の姿が見えてくるようになります。 

これを「ペルソナ設定」と言います。 
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ペルソナとは購入者の性別と年齢だけでなく普段の仕事や
休日の過ごし方などをできるだけ具体的に定めることを言
います。 
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ペルソナとは 
最初に申し上げますと私はペルソナ懐疑的派なのですが、
多くの人にとってはペルソナ設定を使った方がLP作成に役
立つと判断したので少しだけ説明します。 

ペルソナとは購入候補者の年齢や性別、普段の仕事や家族
構成などを１人の人物に定めることを言います。 

購入者をたった１人の人物に設定することでターゲットに
刺さりやすいページが作れる有名な方法です。 

ペルソナを設定するメリットはそれだけではありません。 
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ペルソナ設定をすることで最も役立つ場面というのは複数
人で共同作業をするケースです。 

複数人で作業をするケースではペルソナを設定しておくこ
とでお互いの認識のズレを防ぐことができるのです。 

例えば、デザインを担当する人と説明文を作る担当者が違
う人物である場合はペルソナを共有しておくことでイメー
ジのズレを防ぐことができます。 

例えば、商品の機能の説明文を担当する人が５０代向けの
財布だと思っていたとします。 
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しかし、デザインを担当するデザイナーが３０代向けの 
財布だと思っていたとしたらそこにズレが発生します。 

そのような場面にペルソナ設定は役立つというわけです。 

ペルソナを設定することでターゲットが明確になるので、
互いの作業間での食い違いが起きなくなるのです。 

また、ペルソナに設定した人物像に近い人が購入者の中で
最も多くの割合を占めるようになるでしょう。 

ペルソナに設定した人物に刺さるように商品ページを作成
するから当然ですね。 
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先ほども説明しましたが、ペルソナを設定する方法は類似
商品のレビューを読み込むことで可能になります。 

では実際に５０代以上の男性が購入した理由を深掘りして
いきましょう。 
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レビュー画面にある５０代の男性をクリックしてみます。 

レビューの中に「手頃な価格の長財布を探していた」と、
書いてありますね。 
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ということはこの商品が買われたのは安いことが理由の 
一つだと分かりました。 

他のレビューに「壊れたらまた購入したい品物です」 
というコメントも発見しました。 

ということは、この購入者は壊れることを前提で購入した
ことが読み取れますね。 
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私は最初のレビューを見たときにこの財布は経済的に余裕
のない男性が好んで購入していると思ったのですが、 

もしかしたら普段は高級な財布を使っている男性であって
も汚れたり壊れたりする場所で使用するために購入してい
るのかもしれません。 

このように類似商品のレビューを読み込んでいくと、どの
ような人物がどのようなシーンで使用しているのかを深く
理解できるようになります。 

この方法でペルソナを明確化していくと設定したターゲッ
トに刺さりやすい商品ページが作れるのです。 
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また、複数人で作業をする場合に認識のズレを防ぐことが
できるのがペルソナ設定の良いところです。 
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ペルソナ設定の注意点 

ペルソナを設定することでターゲットが明確になり購入者
の心に刺さりやすい商品ページが作れるようになります。 

ただし、注意点としては膨大にあるレビューを全部読もう
としないことです。 

なぜなら、数多くあるレビューを全て読もうとすると膨大
な時間が必要になるからです。 

以前に私は財布をOEMしようとして３８００件もある 
レビューを全て読んでしまいました。 
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毎日レビューだけ読んでいるわけにはいきませんから空い
た時間を使って読みました。 

読み込むほどに購入者の気持ちが理解できるような気がし
て刺さる商品ページに近づくと考えていたからです。 

比較的時間の余裕のある私ですら読み終えたときは２ヶ月
が経過していました。 

もし同時に１０商品も取り掛かっていたとしたら２０ヶ月
の時間を使わないと全ての商品のペルソナ設定が作れない
ということになってしまいます。 
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かといって、なんとなく適当にレビューを読んでいるだけ
ではターゲットが明確にならずに購入者に刺さるLPは完成
しないかもしれません。 

そこで私なりのレビューを読むときのコツを紹介します。 

まず、☆１と☆２は読む必要はありません。 

時間があれば読む程度でOKです。 

その理由なのですが星１と星２は基本的に悪い内容が書か
れています。 
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悪い内容は商品ページを作るときに見る必要はないので
す。 

悪いレビューを見るべきタイミングというのは製品の改良
版を作るときです。 
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商品ページを作るときはレビューの☆４から優先的に読む
ようにしてください。 

星４を読み終えたら次に星３を読みましょう。 

それでもペルソナが設定できない場合に星５レビューを、
見るようにしましょう。 

なぜ星５は最後なのかと言うと星５というのは嘘も多く混
じっているからです。 

嘘とはヤラセレビューだけのことでなくプレゼント品目当
ての適当なレビューも含まれています。 
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そのため信憑性があるのは星４や星３の方になります。 

もちろん、全ての星５のレビューがヤラセではありません
ので星４を読んでから足りないと感じたら読むと良いで
しょう。 

それと最初にライバルの商品のページを見ておき「おそら
くこの辺りがペルソナの人物像だな」と、 

ある程度の予想しながらレビューを読めば３８００件も、
読む必要はないので安心してください。 
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また、私がペルソナに対して懐疑的なのはペルソナに設定
した人物とはかけ離れた人も多く購入するケースを経験し
てきたからです。 

もちろん、商品ページを作るときはペルソナ設定をするに
こしたことはないのですが、 

ペルソナに沿っていないと必ずしもカテゴリーのトップを
取れないわけではないと考えています。 

例えば、ユニクロのモデルは日本で販売していても外国人
を起用しています。 
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それだけでもペルソナで設定したターゲットに似ている 
人物をモデルにしないとダメだということではないと理解
できると思います。 
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もしペルソナで導き出した人物に合わせないと商品が売れ
ないのならば、今回の財布のモデルに登場する人物は５０
代以上の日本人男性でなければならないはずです。 

しかし実際にモデルが外国人男性であっても商品がトップ
表示されているケースを私は今まで数多く見てきました。 
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ペルソナを覚えた直後によくある失敗はターゲットに設定
した人物に完璧に合わせないといけないと考えてしまうこ
となのです。 
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突然ですがこの女性は何歳に見えますか？ 

これは楽天で最も売れているレディースサングラスのモデル
の写真です。 
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（楽天ランキング１位のサングラス） 

あなたにはこのモデルの女性が何歳に見えますか？ 
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この写真は最初に質問した同じサングラスのバリエーショ
ン違いをかけた同じ女性です。 

私にはこのモデルの女性は２０代中盤～２０代後半くらい
に見えます。 

しかし、この商品のレビューを見てみると購入者で最も多
くの割合を占める女性の年齢は３０代がトップでその次が
４０代になっています。 
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なぜこのようなことが起きるのでしょうか？ 

もしこの商品ページを作った人がペルソナ設定を使うなら
女性のモデルの年齢は３０代であるはずです。 

答えは購入者は「自分のイメージを２０代後半」と
思っているからです。 
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もし、この商品のモデルを３０代の女性で作成したとした
ら売上の結果は大きく違っていたかもしれません。 

このようにペルソナはターゲットに刺さるページを作ると
きに便利な手法ではあるのですが、 

ターゲットとなる人物像の心理状況まで予想して作る必要
があるのです。 

私が伝えたいことは、だからペルソナが使えないというこ
とではなく、覚えたテクニックは臨機応変に力を抜いて、
使用する必要があると言っているのです。 
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商品ページを作る方法を熱心に勉強するのはとても良いこ
となのですが同時にチカラを抜く部分というのも合わせて
知っておかないと完璧を求めてしまい逆に上手くいかなく
なることもあることに注意してください。 

さぁ、これであなたがやることはだいたい分かりました
ね。 

安心してください。 

ペルソナ設定を使わなくても売れる商品ページを簡単に作
れる方法は存在します。 
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その方法はレポートの最後の章で解説しています。 

さぁ、次はあなたの頭の中にあるLPのデザインをプロの業
者に落とし込んでもらう作業に入っていきましょう。 
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業者は指示した内容をページに落とす役割 

ペルソナの設定など面倒な作業をやりたくない場合は商品
ページを丸投げで作ってくれる業者を探すことを考えると
思いますがここにも大きな落とし穴が存在します。 

多くの人が陥る落とし穴なので注意して聞いて下さい。 

まず、EC業界全体に言えることですが売れるページを作れ
る業者というのは存在しません。 

今から詳しく解説します。 
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実はLP制作会社に対してどんなに高額報酬を支払ったとし
ても丸投げしただけででは売れるページは絶対に作れな
いと知っておいてください。 

理由は業者はあなたの商品について詳しくないからです。 

例え、業者が既にあなたの依頼する製品と似たものを過去
に制作した経験があったとしても、あなたの担当がそのと
きのデザイナーではない可能性もあるからです。 

また、前回似た製品を担当したデザイナーがあなたの担当
になったとしても、前回の依頼者の内容を超えるようなLP
を自主的に作ることはないと断言できます。 
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もしそうでないなら前回の依頼者の作ったLPは今回のあな
たの商品ページを作るための予行練習だったということに
なります。 

このジレンマが存在するため業者はあなたから指示のあっ
た内容だけを商品ページに反映しようとするはずです。 

これは別にLP制作業者だけの話ではなく中国輸入の代行会
社に置き換えてみても同じ現象が説明できます。 

例えば、私が中国輸入代行会社が主催する買付ツアーに参
加して、そこの通訳と一緒に品質の良い財布の工場を何日
もかけてようやく探し出したとしましょう。 
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通訳に「やった見つけたぞ！探せば絶対に見つかるんだ！
あそこで諦めなくて良かっただろ！」と二人で手を叩き
合って喜びあったとします。 

その後に開催した買付ツアーの参加者がそのときの私の担
当だった通訳に「どこか品質の良い財布の工場を知りませ
んか？」と質問したとしたらなんと答えるか考えれば分か
るはずです。 
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「はい、ございますよ。ちょうど先月別の参加者が何日も
足を棒にしてコスパの良い財布の工場を見つけたばかりで
ございます。お客様はラッキーですね～。明日朝イチでご
案内致しますね～」 

と、まだ何も努力をしていない他の参加者に簡単に工場の
場所を明かしていたとしたらどうでしょうか？ 
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最初に工場を探し出した参加者は二度とその代行会社を使
わなくなるはずです。 

それどころか、その代行会社は悪い噂がすぐに広まって、
遅かれ早かれ信用を失うことになるでしょう。 

この話と同じ現象がもっと早いペースでLP制作会社には起
きているのです。 

そのためページ制作会社は既に似たような製品で過去に 
L Pを作成していたとしても、 
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それを超えるLPを業者から率先して作ることはないという
結論になるわけです。 

LP制作会社の役割とは依頼者から指示のあった内容を綺麗
な商品ページに落とし込むことが仕事であって、 

丸投げで売れる商品ページを作ってくれるはずがない、 
ということを知っておくと良いでしょう。 
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LP制作業者が抱えるお客のジレンマとは 

例えばあなたがLP制作会社に【イビキ対策用枕】の商品
ページを作ってもらいそれが楽天ランキング１位になった
とします。 

それを見た私があなたが依頼した業者を探し出してあなた
の商品ページのURLを送りつけ、 

「これを超えるページを作ってください！」と依頼をした
らどうなるのでしょうか？ 

業者は過去に１度あなたの依頼でイビキ対策用枕のLPを、
作成しています。 
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普通に考えれば私が依頼した２度目のLPの方が最初に作っ
たあなたのLPよりも完成度の高いページになるはずです。 

大工だって習いたての最初の頃に建てた家よりも熟練工に
なってから建てた家の方がクオリティーが高くなるのは当
然なのですから。 

ということは、他のプレイヤーが同じことを依頼し続ける
限りこの現象がエンドレスに続くということになります。 

しかし、実際に私はそのやり方を実践してもランキング
No1を塗り替え続けることはできませんでした。 
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なぜか？ 

答えは業者には最初から売れるページを作るつもりがない
からです。 

いや、仮に創業したばかりの頃にはそのような志があった
としても、途中でこのジレンマに気がつくはずです。 

業者の考えていることはそれだけではありません。 
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そもそもLP作成業者は自分達が作った商品ページが楽天で
どれだけの売上を生み出したのかについてまったく興味が
ないことも知っておくと良いでしょう。 

業者のホームページには過去の実績として今まで作った 
綺麗なLPは掲載されていますが、 

そのLPが生み出した売上や利益は掲載されていないケース
がほとんどです。 

なぜでしょうか？ 
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それは依頼したクライアントもその商品ページで生み出し
た金額をわざわざ業者に報告しないからです。 

業者が実績として掲載することは我々はこんなに綺麗な
ページを作れますよ！ということだけです。 

業者は次から次へとLP作成の依頼がやってきてその対応に
追われています。 

その依頼を効率的に捌くことで利益を生み出すのが彼らの
ビジネスモデルなのです。 
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つまり、ページ作成業者はあなたから指示された内容を、
綺麗な画像に落とし込むことが仕事なのであって、 

イビキ対策枕を購入しようとしているユーザーの気持ちを
誰よりも調査してペルソナを考える人ではないということ
です。 

イビキ対策枕を他の誰よりも売りたいと思ったなら、 

自分自身が徹底的に調査してペルソナを作りターゲットに
刺さるように業者に指示を出すことでしか作れないという
答えが導き出されるのです。 
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ページ制作会社はアニメ制作会社と同じ 

もう少し分かりやすい例えで説明するならページ制作会社
とはいうのはアニメ制作会社のようなものなのです。 

アニメを作るには原作が必要になります。 

原作がないとアニメ化することはできません。 

アニメの場合の原作とは漫画のことです。 
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例えば「進撃の巨人」という私が好きなアニメがあるので
すが、 

そのアニメを作っているのは「MAPPA」という名前の制作
会社になります。 
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しかし進撃の巨人の原作の漫画を書いているのは、 

「諫山創」という人です。 

MAPPAはアニメスタジオなので原作の漫画がなければ進撃
の巨人をアニメーションにすることはできないのです。 
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大切なことはMAPPAが進撃の巨人の原作を書いているので
はないということです。 

また、このMAPPAというアニメ制作会社は「呪術廻戦」と
いう漫画のアニメーションも手掛けています。 
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この呪術廻戦の原作者は芥見 下々（あくたみ げげ）という
人物だそうです。 

つまり、MAPPAは渡された原作の漫画をアニメにすること
が役割なのです。 

我々のビジネスで言えばこのMAPPAの役割を果たすのが、
LP制作会社というわけです。 

LP作成会社はあなたから渡された原作の内容を元に楽天の
ランディングページを作ることが役割なのです。 
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業者はあくまでもあなたの伝えたい事をランディングページ
に綺麗に落とし込むだけの役割なのです。 

あなたがモデルの人物は男性だと伝えれば男性になり、 
外人の女性だと伝えればそうなるのです。 
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原作を考えるのはLP制作会社の仕事ではありません。 

原作の部分を業者に全て丸投げしてそれで売れると考えてし
まうのは、 

成功すれば大金を稼ぐことができるビジネスという戦場で
は少し考えが甘いと言わざるを得ません。 

それを忘れないようにしましょう。 
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ディレクションとは 

商品ページの原作を考える作業のことを業界用語で、 

「ディレクション」と呼びます。 

注意点としてLP制作会社のホームページに「ディレクショ
ンもできますよ！」と書いてあったとしても 

業者はあなたの商品調査のために膨大な時間を割くわけで
はないことに注意してください。 
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それだけ指示出しをしない依頼者が多いので「やりま
す！」と書いてあるだけです。 

ディレクション費用として数万円程度の上乗せしか請求さ
れないケースだと業者が調査に割いてくれる時間は＋3時間
程度だと思われます。 

それでも丸投げするよりはマシなページができることは、
間違いないでしょうが・・ 

しかし、先程も伝えたように同じような商品を依頼するク
ライアントが二人以上現れれば業者の作品同士が競い合い
になります。 
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つまり、どちらか一方は負けることになるです。 

先程の伝えた通りLP業者は四六時中あなたの商品だけのこ
とを考えているわけではないので、 

ユーザーの気持ちを徹底的に調査した原作を持ち込むプレ
イヤーが現れた時点で遅かれ早かれトップの座を明け渡す
ことになってしまいます。 
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商品の機能の書き忘れに注意しろ 

商品ページを作成するときに最も注意すべきことは製品の
機能の記載漏れがないことです。 

例えば「防水機能」を商品ページに書き忘れてしまうよう
なミスは絶対にしてはいけません。 

自分の商品が他の製品よりも優れているということを競っ
ているビジネスの場において機能や効能の伝え忘れが一つ
でもあるとそれが原因で致命傷にもなりかねません。 

機能や性能などの記載漏れは商品ページを作る上で最も 
起きやすい売れない要因の一つと言われています。 
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記載漏れが起きる原因はLP制作会社との打ち合わせの段階
で伝え忘れてたか、 

デザイナーが作っている最中に忘れてしまったかのどちら
かが主な原因になります。 

LPが納品されたタイミングで依頼者が確認をすれば防げる
のですが、思い入れが強くない商品で作る場合は見逃しや
すいので注意が必要です。 

また、展示会などで仕入れた商品はこの記載漏れの確率が
非常に高くなります。 
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基本的に展示会などのブースには沢山の商品が陳列されてい
ます。 

１００種類の商品が陳列されていたとしたらパンプレット
などが用意されている製品はメイン商品だけだったという
ケースも十分にあり得ます。 
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ブースがパンプレットを用意していない製品を選んでしまう
とその製品の機能や特徴などを詳しくお店の担当者に聞き
取り調査をしないと、このミスが発生しやすくなります。 

また聞き取り調査をしたとしても店員が製品の機能や性能
を一つの漏れもなくあなたに伝えてくれるとは思わない方
が良いでしょう。 
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相手が伝え忘れる可能性も考えておかなければいけません 

そうやって人から人へ伝言ゲームを繰り返すことが機能や
性能の伝え忘れが起きる原因になるというわけです。 

あなたが知識のない商品を選ぶ時は特に注意しましょう。 

商品に対する目利きが育つまではパンプレットが用意され
ている商品か機能が記載されているURLがある商品だけを
選ぶようにしましょう。 

私のオススメとしては展示会仕入れに慣れるまではブース
のメイン商材だけに絞って扱うことを検討した方が良いと
思っています。 
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商品の機能を全て箇条書きにする 

商品ページを作る時に最初に取り掛かることは製品の機能
全て書き出すことです。 

次にやることは既に似たような商品を販売しているセラー
の中で最も売れているプレイヤーの商品ページを確認しま
しょう。 

その商品ページの上部、中部、下部、にはどんな機能が書
かれているのかチェックして、あなたのLPに使える部分が
ないかメモをしてください。 

その時にライバルページはどんな機能を上部に配置してい
るのかも確認しましょう。 
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既に売れている類似商品のLPの上部に配置してる機能は
ユーザーにとって最も重要である確率が高くなります。 

そしてLP作成会社との打ち合わせのときに、 

「この商品で重要だと思う機能を上から順に箇条書きに
しておきました！」と伝えましょう。 

ただ、その時に必ずデザイナーに画像の順番を好きに変更
しても問題ないと伝えるようにしましょう。 
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なぜならデザイナーと言っても雇われのサラリーマンなの
でクレームを怖がってしまい、あなたから指示のあった内
容通りに作ろうとするからです。 

そうなるとデザイナーの力を発揮できなくなってしまうか
らです。 
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商品の使用シーンを調査する 

機能や性能を箇条書きにして重要なことから上から並べて
デザイナーと打ち合わせをすることをお伝えしました。 

それと、もう一つ調査して欲しいことがあります。 

商品の最も使用頻度の高いシーンを調べてそれもまた多い
順番に上から並べてください。 

これはデザイナーが商品ページの雰囲気を決定するのに、
かなり役に立ちます。 
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例えば、普通にレディースサングラスの機能だけを渡して、
デザイナーと打ち合わせをするだけだと、 

終始機能だけの解説になってしまうからです。 
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ですが、使用シーンをデザイナーに伝えることでその場面
をLPに取り入れてくれはずです。 

これはとても大切なことで、これを「イメージの具現化」
と呼びます。 

私が勝手に作った言葉ですけどね。 

では、ネットで購入しようとしているユーザーの気持ちに
なって考えてみましょう。 

例えば、焼肉屋でマッコリを飲んだとします。 
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帰宅してから焼肉屋で飲んだマッコリが美味しくて、自分
でも楽天でマッコリを購入したいと思ったとします。 

そのときに商品名が思い出せなければ、どれを選んだら良
いのか迷ってしまうと思います。 

その時に商品ページの中に「焼肉とも非常に合います！」
と書いてあったり、 
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使用シーンが想像できる絵が商品ページにあることで、
ユーザーに「私が探していたのはこれだ！」と感じてもら
えます。 

これがイメージの具現化です。 

商品の使用頻度の高いシーンやユーザーの思い描く場面が
LPにしっかりと描かれていることで、 
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自分が欲しかった物だと感じてもらえるので購入してもら
いやすくなるのです。 

必須ではありませんがデザイナーと打ち合わせをするとき
にプラスアルファで、 

使用頻度の高いシーンを伝えておくと想像力がプラスされ
デザイナーの力を発揮しやすくなるのです。 
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使用シーンの調べ方 

まず、類似商品のレビューを見に行きます。 

使用シーンを調べるときは☆４と☆５を優先的に見るよう
にしましょう。 
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では、☆４をクリックしてみます。 
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ざっと調べると「車の運転」が最も使用シーンとして多い
ことが分かりました。 
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その次に「旅行」や「散歩」が続きました。 

最も使用頻度の高いシーンが３つ程度あれば十分です。 

それをデザイナーに伝えてください。 

そうすれば、そのシーンが含まれたデザインでLPを作って
くれるからです。 

で、実際に私がこの説明のために自分でお金を使って、 
デザイナーに作ってもらったのがこちらになります。 
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どうですか？ 
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先ほどの無機質な説明よりもずっと華やかになったと思い
ませんか？ 

と、台本作りはこれで完璧です。 
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商品の効果効能を大事なことから上から順番に箇条書きに
して、 

使用頻度の最も多いシーンを３つ程度調査しておきデザイ
ナーと打ち合わせに入りましょう。 

打ち合わせの時までに実物の商品をデザイナーの手元に
送っておくことを忘れないでください。 

これで、あなたの仕事は終わりです。 

ここまでやればあとはデザイナーの力を信じて丸投げして
OKです。 
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商品ページ作りが難しい原因とは？ 

さて、これでデザインのセンスのない人でも綺麗な商品
ページを作る準備はできましたね。 

LP制作会社はあなたから指示された内容を綺麗な画像に、
落とし込むことが役割であり、 

LP制作会社に渡す原作をあなたがしっかりと作り込まない
と売れるページを作ることはできません。 

ただの綺麗なページが出来上がるだけです。 
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そして原作を作ったあとは業者に「これが台本です」と
言って渡せば終わりです。 

そして、ここからはなぜ商品ページ作りがネットショップを
運営していく上で最も難しいとされるのか、 

その代表的な原因を解説していきます。 
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購入者の悩みをリサーチしなければな
らないから 

先程も伝えたように飛ぶように売れるLPを作りたいなら商
品を必要としているユーザーの悩みを誰よりも理解しなけ
れば作ることができません。 
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それだけでなく最後はユーザーが購入したくなるように誘
導しなければなりません。 

それにはセールスの能力も必要になります。 

あなたが購入者と同じことで悩み続けてきた過去があるな
らそこまでリサーチする必要はありませんが、 

多くの人が中国輸入ビジネスを始める理由は自分が経済的
に成功したいからです。 

となると商品を購入するユーザーに刺さるLPを作るための
台本を作る作業に膨大な時間を割かなければなりません。 
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この工程が思ったよりも骨の折れる作業なのです。 

私は以前にOEMをやるために競争相手の商品レビューを、
３８００個も読み込みましたが全て読むのに２ヶ月近くか
かってしまいました。 

３８００個のレビューを全て読む行為はビジネス本を、
３～４冊読むのと同じくらいの時間を必要とします。 

また、その商品自体は私が普段から使用するものではない
のでレビューを読み込んでいるときの楽しさはほとんど 
ありませんでした。 
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ダラダラとやっていたので最後はLP制作会社に依頼した 
商品撮影の予定日までになんとしても台本を完成させない
といけなくなってしまい、 

締切に追われるイササカ先生のような状態になっていまし
た。 

これが苦痛に感じる一番の理由です。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ171 430



まともに売れるページを作りたいなら１商品に対して最低
でも一ヶ月以上は時間を確保する必要があるでしょう。 
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終わりが分からない 

それなら３８００個のレビューを全て読まなければ良いの
ではないかと思うかもしれませんが、 

実はその答えが「分からない」のです。 

正確には上司のような役割の人があなたに「ストップ！」
と言ってくれる訳ではないので終わりがないのです。 

レビューを読み込んで購入者の気持ちを理解する工程は、
終わりのない作業なのです。 
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同じような商品は複数存在しますし、Amazonにも似たよ
うな商品はあるのでやろうと思えばどこまでも深く調べる
ことができるからです。 

特に調べている商品が市場規模が大きいジャンルだと絶対
に勝ちたいと思って迷宮入りします。 

なんとなく分かった気になっても、次の日にもう一度調べ
てみると見逃していた購入者の気持ちがエンドレスに発見
されるのです。 

どこかで無理矢理にでも終わらせなくてはいけないと頭で
は分かってはいるのですが、 
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自分がトップで経営している場合は誰かが、 

「もう、終わりにして次の作業に取りかかりなさい！」 

と教えてくれるわけではないので良いタイミングで終わら
せることができないのです。 

もちろん適当に調べてLPを作ろうとするよりはずっと立派
だとは思いますが、 

完璧主義の人がこの工程に取り掛かってしまうと、どこで
終わらせば良いのか本当に分からなくなるのです。 
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というよりも「もう少しで全部読み終わるぞ！」となって
最後のレビューを読み終わるまで止まれないのです。 

せっかく安くないお金を使ってLPを依頼するからには、 
一つのミスも無いように作りたいと思ってしまうのです。 

どこかで区切りを付けなくてはいけないのですがそのコン
トロールが思ったよりも難しいのです。 

１０商品も同時に作ろうと思ったら本当に終わりが見えな
い作業なのです。 
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大金が必要になる 

３８００個のレビューを読み込んで商品購入者の気持ちが
ようやく理解できたとしても、 

既存の楽天の商品の中でも最も綺麗にLPを作りたいと考え
たら、それには大きな資金が必要になります。 

私は職業柄「どこか良いLP作成会社を知りませんか？」と
聞かれることも多いですが、 

最も美しく作ってくれるLP制作会社を紹介したところで
「業者のホームページに紹介されているようなLPは作って
もらえませんでした・・・」と言われることがあります。 
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なぜなら、業者の実績に掲載されている代表的な商品ペー
ジというのは金に糸目をつけずに作成された作品である
ケースがほとんどだからです。 

参考にまでに金額をお伝えすると、とても綺麗だと感じる
クオリティのLPを業者にお願いした場合は１商品２０万円
程度は費用が必要だと思っておいて下さい。 

１０万円以下の予算でLPを依頼することも探せばできます
が、その場合は誰よりも台本を完璧に作り込むことで画像
のクオリティをカバーするようにしてください。 

また業者のホームページに実績として掲載されている最高
ランクのページなら１商品で２００万円と言われても、 
全然おかしくないことを知っておいてください。 
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２００万円の内訳としてはモデルが有名人だったり撮影の
スタジオがおしゃれな場所であったり、 

他にも撮影には一回５０万円のプロのカメラマン指定して
モデルのためにメイクのアシスタントさんの追加料金など
も含まれていると思います。 

また雑誌に商品を掲載してもらう場合は１雑誌で約３０万
円程度だと言われています。 

３雑誌掲載すればそれだけで９０万円が必要になります。 
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本当に理想通りの商品ページに仕上げたいと考えたなら、
２００万円なんて案外簡単に吹っ飛んでしまいます。 

覚えておいて欲しいことは１商品のLPの料金で２００万円
程度のお金をかけるのは上級者なら案外普通のことだとい
うことです。 
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もちろん、そこまで大金を出さなくてもNo1になることは
十分に可能ですが、 

例えば月間で数千万円の売上が狙える商品の場合は１商品
のLPに対して２００万円を使うこともいとわないと考える
プレイヤーも沢山いる業界です。 

台本作りに多くの時間を使ったりすると、今までの膨大な
時間を無駄にしたくないと最後の締めのLPに惜しみなく大
金を投入するプレイヤーも多くいます。 

１０万円程度の予算であれば業者の実績に掲載されている
最高のクオリティで作ってもらえなくてもショックを受け
ないようにしましょう。 
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LPにどこまで資金を投入するのかという話しは個々のプレ
イヤーによって違うので簡単に〇〇という業者が良いです
とは言えないのです。 

楽天でカテゴリーのトップを狙う場合は１商品につき最低
でも１０万円～３０万円までは予算を考えていた方が良い
でしょう。 

台本をどこまで作り込んだのか？ 

どれくらい自信のある商品なのか？ 

それとも練習なのか？ 
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そのプレイヤーの状況によって決まった金額が存在しない
という意味でもコントロールが難しく意思決定のスピード
を遅くしている要因にもなっている部分なのです。 
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作り方をレベル順に紹介 

これから初級と中級と上級とに分けて中国輸入ビジネスで
商品ページを作る方法を具体的に紹介していきます。 

レベル１：誰かのページをそのまま使う 

はじめて中国輸入にチャレンジする人が最も最初に考えつ
く方法は他人が作った画像をそのまま使用する方法です。 

俗に言う「パクる」という方法になります。 
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この方法の最大のメリットとは時間もお金も知識も知恵も
全く必要としないのに結果は出しやすいことです。 

注意点としてはパクった画像をそのまま使用すると画像の
権利者から警告がきて注意を受ける可能性があることで
す。 

特にその画像が日本国内の制作会社で作られた場合は画像
の権利は制作会社に帰属しているケースがほとんどです。 
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その場合、画像を作ってもらった人が制作会社に連絡する
と制作会社専属の顧問弁護士から訴えられる可能性もあり
ます。 

制作会社はそうやって依頼者の権利をしっかりと守ってく
れているのです。 

ですが全ての画像がLP制作会社で作られている訳ではない
のでパクれば必ず警告の連絡がくるわけではありません。 

素人が自分のカメラを使って撮影した画像の場合は警告の
連絡が来ない可能性も十分にあり得ます。 
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また画像を作成した本人が写真をパクられたことについて
気がついていなかったり、気がついていたとしても注意を
ためらっているなどのケースも考えられます。 

他人の画像をパクるというやり方は何も警告が起きないと
仮定するなら最も早く結果を出すことができる方法となり
ます。 

なぜならパクるという行為はビジネスにおいて最も再現性
が高い方法と言われているからです。 

再現性とは誰がやっても同じような結果が出せるという、
意味の言葉です。 
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写真をパクれば中国輸入ビジネスを行う上で最も時間とお
金を必要とする商品ページ作りのプロセスを一気にすっと
ばせるので、 

金銭的に余裕のない初期のプレイヤーの多くはこの方法を
使って中国輸入ビジネスに参入してきます。 

万が一あなたの画像が誰かに盗まれた場合はすぐに相手に
メールを送って厳重に抗議をしましょう。 

できるだけ早い段階で取り下げてもらわないとそのパクら
れた画像をさらにパクる人物が現れネズミ算式に使い回さ
れてしまい回収が難しくなるからです。 
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レベル２：自分で一眼レフで撮影する 

常識的な人間が最も最初に考えることは自分で商品を撮影
をすることです。 

その場合に必要なのは「一眼レフカメラ」と「照明器具」
になります。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ189 430



さらに真っ白なカーテンを用意すれば、すぐに自宅を撮影
スタジオに変えることができます。 

簡単に自宅を撮影スタジオにする便利な道具を紹介しま
す。 
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Amazonで「撮影ボックス」と検索するとこのような簡易
的な撮影スタジオが沢山出てきます。 

ちなみに自宅で商品写真を撮影するのに最も使える一眼レ
フカメラは『CanonのKissシリーズ』になります。 

単純に最も最新のものを購入すると良いでしょう。 
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Canonのkiss X90ならレンズ付きで金額は６万～７万円、
以内で購入可能です。 

撮影はどちらかといえばカメラ本体の性能よりもレンズで
仕上がりに大きく違いがでます。 

Kissシリーズには最初から高性能なレンズが2セット付属 
していますので他に買い足した方が良いレンズは、 

「単焦点レンズ」一つだけとなります。 
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「単焦点レンズ」というのは背景をぼかすことができる 
レンズのことです。 
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望遠レンズはバードウォッチングをするわけではないので
必要はありません。 

それと「スタンドライト」を２個用意すると完璧です。 

ただ、この方法で用意できるのはあくまでも素材の写真だ
けとなります。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ194 430



撮影した写真にイラストレーターなどを使って加工を加え
なければ現在の楽天で勝負するのは厳しいと思います。 

ヤフオクやメルカリならまだこの方法でも十分通用するか
もしれませんが、楽天で販売するなら背景に文字を入れた
り画像をデコレーションする必要があります。 

この方法はあくまで自分でフォトショップやイラストレー
ターを使えたり、 

既に外注サイトなどで専属のデザイナーを確保している人
でないと有効活用できないので注意が必要です。 
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レベル３：業者に依頼する 

楽天でまともにビジネスを考える場合はお金を払って専門
業者に商品ページを依頼することが最も現実的な選択にな
ります。 

注意点としては業者に依頼する場合はあなたも準備するこ
とが多くあることです。 

売れるページが作りたいなら必ずしっかりとした台本を準
備しなくてはいけません。 

台本自体はワードでもエクセルでも大丈夫です。 
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また台本は細かく作れば作るほど良いと言われています。 

どの程度かと言いますとデザイナーの仕事がほとんど必要
ないくらい細かく作られていると完璧と言われています。 

じゃ、「デザイナーに依頼する必要なんてないじゃん！」
と思う人は漫画の話を思い出してください。 

漫画だってアニメーションがなくても物語が分かりますよ
ね？ 
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原作の漫画で既にリアルに描かれているからこそアニメ 
スタジオは綺麗な画像に落とし込むだけで良いのです。 
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それと全く同じです。 

しかし私たちは漫画家ではないので台本はあなたのできる
範囲で細かく作るくらいで大丈夫です。 

最低でも「機能」と「使用シーン」を調査しておけばそこ
からはLP制作業者にほとんど任せて問題ありません。 

それだけでも十分に売れるLPは完成するはずです。 

そもそも、今まで説明したようなことをちゃんとやってる
プレイヤーの数もかなり少ないはずです。 
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ほとんどの中国輸入プレイヤーは私が上で説明してきたこ
とをそもそも知識としても知らないし、 

知ったとしても面倒なので業者に丸投げしてLPを作ろうと
する人がほとんどです。 

というか、ここまで詳細にLPの作り方が文章で書いてある
PDFが未だ中国輸入業界に存在していなかったので、 

そもそもこうやって作ることを知らない人ばかりなので、
大丈夫です。 
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「機能」と「使用シーン」をしっかり調査してからデザイナー
と打ち合わせするだけであなたの商品は驚くほど売れるよ
うになるでしょう。 

また、デザイナーが打ち合わせから制作に取り掛かるまで
の間に重要なことを忘れてしまわないためにも台本を必ず
渡すようにしてください。 

口頭で説明だけして何も渡さないと商品ページに記載漏れ
が起きるケースが良くあるからです。 

必ず相手が忘れてしまわないように配慮しましょう。 

人間なのでミスは必ず起きるという前提で動きましょう。 
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例え簡単なメモ書きであったとしても何も用意せずに打ち
合わせをするよりは何倍も良い作品に仕上がるはずです。 

業者にお願いする場合は丸投げするのは絶対にNGです。 
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レベル４：金に糸目をつけずに作成する 

ある程度の経験者になれば選ぶ商品が大きく間違っている
ということは少なくなるはずです。 

商品選びが間違っていないと仮定するならあとは最高の商
品ページが用意できれば飛ぶように売れるはずです。 

結局のところ、EC通販では他の人も似たような商品を販売
しているわけで、 

その中で自分だけが商品ページにお金をケチったり台本に
手を抜けばトップを取るのは難しくなります。 
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商品ページ以外にも資金配分に対してのバランス感覚が優
れていないと商取引では取引相手のモチベーションを下げ
てしまうことになるから経営は難しいのです。 

特に中国輸入ビジネスは商品ページが命と言っても過言で
はありません。 

かといって目利きが育っていない初心者が初めて作る商品
に資金の大部分を投入するのも良くありません。 

初期の段階でいきなり資金の多くを投入して失敗すれば、
手持ちの資金が一気に枯渇してしまうからです。 
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ただ、私から言えば商品ページは使える金額にある程度の
上限というものが存在します。 

最低ラインが１０万円で有名人などのモデルを使用した場
合の最高金額が２００万円程度だとしたら、 

その差は１９０万円でしかありません。 

１９０万円の差で他のプレイヤーに絶対に負けないと考え
ると特別高いと感じないこともないのです。 
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なぜなら２００万で作った商品ページはこれから大きな利
益を生み出してくれる可能性を秘めているからです。 

商品ページに大きく資金を投下するということも他のライ
バルと大きく差別化できる重要な部分なのです。 

ライバルがあなたの２倍の金額で商品ページを作ったとし
たら美しさや表現力では負けてしまうかもしれません。 
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（安い加工の画像） 
↓ 

（高い加工の画像） 
↓ 
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１９０万円の違いで不安から開放されるなら最初から金に
糸目をつけないで作るのも合理的な選択と言えるかもしれ
ません。 

１ヶ月でLP制作代金を回収できる見込みのある商品を選ん
でいる自信がある場合は勇気を出して資金を投入する方が
良い結果になるでしょう。 

私としては１つの商品ページに２０万円程度は投資しても
問題ないと思っています。 

それを可能にするためには１ヶ月で２０万円以上利益の狙
える商品を選べば良いのです。 
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商品選びの詳しい攻略法については既にPDFに良くまと
まっているの必ず一度は目を通しておきましょう。 

↑ 
クリックしてPDFをダウンロードする 

このレポートを読めば商品選びで迷うことはなくなるはず
です。 
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レベル５：自分専用のデザイナーを見つける 

中国輸入ビジネスで成功している会社は自社でデザイナー
を雇っている場合も多くあります。 

まだ始めたばかりの小さな会社が優秀なデザイナーと巡り
合える方法としてはクラウドワークスなどの外注サイトで
探すことが最も確実な方法です。 

例えば、何人かのデザイナーに簡単な作業を依頼してその
中で最も腕の良かった人をヘッドハンティングする方法が
おすすめです。 
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年商４億円程度の物販会社の経営者に話を聞くと「引き抜
いたデザイナーさんは自社のスタッフの中で最も高い給料
を支払っている」と教えてくれました。 

金額にして年収として７００万～１０００万円程度が多い
印象です。 

デザイナーにとしてもスタートしたばかりのいつ潰れてし
まうのか分からない小さな会社に移籍するなら今以上の高
待遇を約束してもらえないと移籍する気持ちが湧かないの
は当然です。 

ちなみに、一般的な企業でECサイトのLPが少し作れるだけ
の人材に７００万円の高給を支払う企業はほとんどありま
せん。 
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ある程度長い期間経営が続いている企業に務めるデザイ
ナーは安定した仕事環境が約束されている分、 

給料は24万～35万くらいに設定されています。 

美容師と同じように会社で勉強させてもらっているという
感覚で雇われているからです。 

つまり、ECサイトのLPのデザイナーというのは基本的には
高額ではない給料で働いているケースがほとんどです。 
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だからこそ土日の空いているスキマ時間に勉強のついでに
クラウドワークスなどで副業をしているのです。 

もし腕が良いデザイナーに出会えたら自社の専属で働いて
もらいたいと考えるかもしれません。 

デザイナーが大手の安定した給料を放棄してまであなたの
会社に移動してくる理由は示された高額な報酬だけでなく
あなたの会社でならもっと自由にチャレンジができると感
じたか、 

諸事情で家庭に入りフリーランスに活躍の場を移そうとし
ていたタイミングであるケースが多いはずです。 
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自社に専属のデザイナーを雇い入れたいと考えたとしても
あなたが考えなければならないことは年間で７００万円分
も仕事を渡せるのかどうか？です。 

もし、自社で雇ったとしても多くの仕事を渡す必要がない
としたら費用対効果は悪くなるので注意しましょう。 

その判断は各々の任せるとしてデザイナーを自社で雇用す
る最大のメリットは雇われたデザイナーは一年中あなたの
商品ページの改善を繰り返してくれるという点です。 

自社でデザイナーを雇用することは払っている年収の分だ
け商品ページに投資していると同じ意味なのですから。 
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レベル６：自分でデザインを習う 

中国輸入ビジネスの最終着地点としては自分自身がフォト
ショップやイラストレーターを使いこなしてLPそのものを
作れるようになることです。 

「そんなこと出来るのか！」と思うかも知れませんがLPを
作れるデザイナーが学んだことを自分自身が学べば良いだ
けです。 

LPをオンライン上で教えてくれるスクールなどは探せば、
数多く存在します。 
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優秀なデザイナーが見つかったとしても心の底から自分が
納得いくようなデザインにはならなかったり、 

真夜中にLPの中の文字などをすぐに修正したくなったりす
る場合があります。 

私も今このように文章を書いていますが夜中に突然ベッド
から飛び出して文字を修正することがあります。 

文章ならキーボードが叩ければすぐに修正できますが、LP
の場合はどうしてもイラストレーターやフォトショップを
使いこなす必要があります。 
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イラストレーターが使えない人は修正の度にデザイナーに
連絡して変更をお願いしなければならず夜中に急に対応し
てもらうことはできません。 

そのやりとりの時間がストレスだと感じる人も多くいて、
自分でイラストレーターとフォトショップを習って好きな
時にLPに修正を加えられるようになりたいと考える人も、
沢山います。 

もし、自分で好きなようにデザインを作れるならそもそも
デザイナーすら必要がないからです。 

つまり中国輸入の商品ページ作りの最終着地点というのは
自分でイラストレーターを覚えて自分自身が優秀なデザイ
ナーになってしまうことなのです。 
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また商品ページを全てイチから作った経験がある人なら、
土台となる部分だけをデザイン会社にお願いする時も、 

 

「この依頼者に手は抜けないな・・」と業者が思ってくれ
るはずです。 

そして業者が作成したLPを土台にしてその後の文字などの
細かい修正は自分で行えば良いというわけです。 
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ライバルがLPに変更を加えた場合もそれを見つけたタイミ
ングですぐに自分のLPに取り込むこともできるようになり
ます。 

もし、自分でLPのデザインをマスターしようとするならば
勉強時間は平均で４ヶ月程度は必要となります。 

また、LPを作れるようになることは動画編集を習うことよ
りも簡単だと言われています。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ220 430



しかし、現実に中国輸入を何年も経験しているプレイヤー
の９０％以上が自分で画像編集ができません。 
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そのため自分でLPを編集できると言うのは相当な差別化の
要因となり得ます。 

現時点ではこの話は最終着地点としてそのような方法も、
残されているとだけ覚えておけば良いでしょう。 

月収１００万円程度を素早く目指すならデザインは外注し
た方が圧倒的に効率は良いはずです。 

ただし、物販ビジネスの全ての項目をマスターしたいと考
えているならLPのデザイン教室に通うのは確実に良い選択
だと私は思います。 
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WATANABE流オススメの方法！ 

制作会社はデザインの良し悪しが分からない依頼者のLP 
制作に対して本気になることがないと断言できます。 

なぜなら本気のデザインを作ったところで依頼者がその
ページの良し悪しが判断できないからです。 

業者は仕事柄このくらいの美しさで作れば文句は言われな
いというラインを良く分かっています。 

お金を払う金額が同じでも依頼人がプロか素人かの違いで
納品される商品ページの仕上がりは大きく変わるというわ
けです。 
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今回はそれを防ぐおすすめの方法を紹介します。 

それを理解するために以前にダイヤモンド商の人に教えて
もらった「小話」を紹介したいので聞いてください。 
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ダイヤモンドを買うときは午前１０時の太陽の下で買え 

大きなダイヤモンドを店で購入するときは店内の隅にある
小さな薄暗い小部屋（VIPルーム）に案内されることがあり
ます。 

しかし、正規の値段で購入したい場合はそのままその場所
で交渉してはいけません。 
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まず大きなダイヤモンドを買うときは必ず裸石（ルース）で
見せてもらうようにしましょう。 

なぜならルースを支える指輪の部分に傷が隠されているケー
スが良くあるからです。 
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さらにダイヤモンドは必ず午前１０時の太陽の下で、 
二つ折りにした名刺の上に置き、 

２０倍のルーペで傷がないか確認するようにしましょう。 

通常ダイヤモンド店に置かれているのは１５倍のルーペに
なっています。 
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そこであなたが「これではなく２０倍のルーペを貸して
欲しい」と伝えることで、 

店はプロが来たと判断して間違いなく正当な金額を提示し
てくるそうです。 

今回はそれを応用した商品ページ作成の方法を紹介しま
す。 
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デザイナーにディレクションさせろ 

モデルのポーズやLPに対して細かい指示出しをすることを
業界用語で「ディレクション」言います。 

そのディレクションをあなたが外注サイトで見つけた腕の
良いデザイナーに代わりにやってもらうのです。 

やはりデザインのことはデザイナー自身にお願いするのが
最も確実です。 

L P制作会社の担当というのはあなたが納得するまで打ち合
わせに付き合ってくれるわけでありません。 
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打ち合わせに割いてくれる時間は１商品に対してせいぜい
１時間程度だと思います。 

また、LP作成のために使ってくれるトータルの時間も撮影
を含め３時間～６時間程度が一般的と言われています。 

業者というのはその程度の時間内でLPを１枚仕上げている
のです。 

制作会社側から見ればそれでも打ち合わせ含めて７時間程
度の時間を割いているのです。 
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１商品に対して２０万円程度の売上ならそれ以上に時間を
割いてしまうと利益を残すことができません。 

しかし、あなたのパートナーのデザイナーは違います。 

あなたが報酬を上乗せし続ける限りは話を何時間でも聞い
てくれるでしょう。 

あなたが報酬をケチらなければの話ですが。 
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そこでまず外注サイトで相性の良いデザイナーを見つけた
ら商品について相談しましょう。 

打ち合わせの前に予めそのデザイナーの部屋にも商品を
送っておくとスムーズに打ち合わせは進みます。 

また相談時間が長引いた場合も時給を追加で支払うことを
伝えておきましょう。 

普通の企業に務めているデザイナーであるなら時給で２０
００円も提示すれば喜んであなたの話を聞いてくれるはず
です。 

あなたが考えている商品ページの構成やデザイナーの立場
からみての正直な意見と感想をもらい、 
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できればアイディアを一緒になって考えてもらいましょう。 

そして一緒に共同作業で作り上げたアイディアをそのデザイ
ナーにLPにしてもらうのではなく制作会社にディレクショ
ンをしてもらうようにお願いしてみましょう。 

デザイナー自身が有料でLPの作成を受け持っているケース
もありますが、 

個人で請け負っているデザイナーは撮影スタジオがないの
で商品画像は自分で用意できないケースがほとんどです。 
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つまり、クラウドワークスなどの外注サイトでLPの制作を
受け持っているデザイナーは写真は外注しながら制作して
いるのです。 

限られた予算内で作っているLPはデザイナー本人にとって
も最高の作品ではない場合が多いです。 

予算の範囲内で作れる程度のクオリティでしか提供できな
いのです。 

そこでページ作成会社は先に他で探しておいてデザイナーに
LP制作会社に対してディレクションをしてもらえないかと
お願いしてみましょう。 
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ちなみに私は１商品１０万円でディレクションをお願いし
ています。 

基本的に私は報酬はケチらないタイプなのでもしかしたら
５万円でも十分かもしれません。 

デザイナーもディレクションをするだけで１０万円がもら
えるので大喜びで引き受けてくれます。 

なにせ自分は指示を出すだけで本来受け取りたい報酬をま
るまる貰えるわけですから。 
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ここで先程のダイヤモンド商の話を思い出してみましょ
う。 

デザイナーはデザインのプロなのです。 

ましてや自分でLP制作を受け持っている人ならこれ以上の
プロは存在しません。 

そのプロから直接LP制作会社にディレクションをお願いし
てみましょう。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ236 430



ついでにLP制作会社との打ち合わせのときには、 

「私は全て知っているプロですよ！」オーラも出すように
要請しましょう。 
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業者もプロから依頼があったとなれば手を抜くわけにはい
きません。 

なにせ、相手は作品の良し悪しを完璧に見抜ける本物の 
プロなのですから。 
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あなたのデザイナーは業者がどこで手を抜くか仕事柄分
かっているはずなのでその部分に対して手を抜けないよう
に上手に指示してもらうようお願いしましょう。 

ダイヤモンド商のやっていた方法をLP制作会社に応用した
やり方です。 

また「デザインに使う予算は好きに使っても構わない」と
伝えておくようにしましょう。 

予算に上限がないとなればデザイナーは能力を最大限発揮
できるようになるからです。 
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その代わり最初は安めのLP制作会社をこちらが指定して、
試しにやってもらうようにしましょう。 

安いLP制作業者なら最大限に使っても１商品で２０万円 
以内に収まるはずです。 

デザイナーのディレクション報酬１０万円と合わせて合計
３０万円以内で作れることになります。 

あなたが商品選びを間違えていなければ３０万円は簡単に
回収できるはずです。 
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もし、まだ商品選びに自信がないなら先にこちらのPDFで
商品選びの方法を学んで下さい。 

↑ 
クリックしてPDFをダウンロードする 

ちなみにこれは私が自分で編み出したオリジナルの方法で
最も転換率の高いページを作り出せるオススメのやり方に
なります。 
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是非、一度やってみてください。 

これであなたは商品選びに集中できて、デザイナーは予算
を気にせず自らの能力を最大限に引き出せてディレクショ
ンをするだけでLP制作の報酬を受け取ることができます。 

LP制作会社はようやく作品の良し悪しを見抜けるプロの為
に緊張感を持って仕事ができるので三方良しとはまさにこ
のことなのです。 

この方法で作った商品ページは転換率が２０％を下回った
ことは未だかつて一度もありません。 
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間違いなくオススメの方法になります。 
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LP制作会社の探し方 

これからLP制作会社の探し方を紹介します。 

コツとしては誰かの紹介ではなく自分で探すことが大切に
なります。 

また、インフルエンサーが紹介していた業者は絶対に使わ
ないでください。 

インフルエンサーが紹介している業者は他のインフルエン
サーが紹介していた情報の横流しのケースが圧倒的に多い
業界だからです。 
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それだけではありません。 

インフルエンサーが紹介している業者を安易に使ってしま
うと大多数の人間と同じ行動をとる、ということです。 

大勢と同じであることは他者と差別化ができていない、 
と同じ意味です。 

また、インフルエンサーに紹介されて急に人気になった 
業者というのはお客が急に押し寄せることで作業に割いて
くれる時間も少なくなる傾向があります。 
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業者としては急激にお客が増えたとしてもそれが一過性の
事なのか判断できないのでスタッフを増やすことを躊躇す
るからです。 

またスタッフを増やしたとしても教育するのに長い時間を
必要とします。 

私の経験ですとインフルエンサーが紹介する業者を使って
しまった時点で大儲けは期待できなくなってしまいます。 

自分の力で探すことを放棄した人間が受け取るペナル
ティーは想像以上に大きいのです。 
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逆に、あなたが良い業者を見つけた場合も安易に同業者に
紹介しない方が良いと言えます。 

私はこの業界に長く携わったことで分かった面白い事実が
１つあります。 

それは多くの人は自分で何かを探すことがとても苦手だと
いうことです。 

つまり、ほとんどの人は自分のお金を失うリスクを負って
知らない業者に自ら率先して依頼してみるということが、
出来ないようなのです。 
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そのため中国輸入業界ではプレイヤーの大多数が同じ業者
を使っているという摩訶不思議な現象になっています。 

そのため自分が見つけた優良な業者を秘密にしていれば、
他の人と比べてビジネスを有利に進めることができます。 

誰かにオススメの業者を聞いてはいけません。 

不安な気持ちは分かりますが実は誰にも聞かないで自分で
選ぶことが中国輸入ビジネスの攻略法だったのです。 

また、その方法で見つけた良い業者を安易に他人に紹介し
てはいけません。 
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多くの中国輸入プレイヤーはYoutubeやツイッターなどで
インフルエンサーが紹介した業者を使って商品ページを
作っています。 

そうなると紹介された業者側は何もしなくてもお客が殺到
するのでクオリティは落ちているにもかかわらず料金はど
んどん値上げしていくのです。 

例え、善意であっても簡単にあなたが見つけた良い業者を
同業者に紹介しないように注意しましょう。 

あなたから聞いた友人はその業者を見つけるために何の苦
労もリスクも負っていないので簡単にSNSや同業者の集ま
りで喋ってしまうからです。 
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そうなればあなたもまたイチから業者を探し直す必要にな
ることを忘れないでください。 

また業者は急に人気になると納期が大幅に伸びたりしま
す。 
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今まで撮影の予定は７日以内で調整してもらえていたのに
急に３ヶ月後と言われたりします。 

さらに作品のクオリティも落ちているのに逆に値上げが起
きたりします。 

自分が見つけ出した良い業者は必ず秘密にして安易に表に
情報を出さないようにしましょう。 

大多数が同じ業者しか使っていないという事実が中国輸入
の他の参加者の最大の弱点でもあるのです。 
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以上のことを踏まえて、是非ともあなただけの業者を自分
の力で探し出して下さい。 

では、探し方をお伝えします。 

探し方はシンプルです。 

まず、Googleに「楽天　LP　作成　」と打ち込みます。 

すると上部に広告が沢山でてきます。 

この広告に出てくるという部分がポイントなのです。 
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広告を出しているので人気がないのでは？と思うかもしれ
ませんが、実はそれは必ずしも正しくはないのです。 

私から見れば広告を出しているということは今は手が空い
ている、という意味だと思っています。 
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人気になってお客が殺到して手が回らない場合は業者は、
広告を止めるからです。 

これはとても重要なことで人気がある業者が良いのではな
く、広告を出すほど暇だからクオリティを落とさずに短い
期日で仕上げてくれると考えるべきなのです。 

良い業者とは人気の業者ではありません。 

昨日まで良かった業者も混雑し始めると悪い業者に変わっ
てしまうからです。 
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初心者が自分の判断で業者を選ぶのは強い不安を感じるか
もしれませんが、ここは恐怖に打ち勝ってください。 

ほとんどのプレイヤーが安易にYouTubeなどで不特定多数
に紹介されている業者を使ってしまい、 

その結果、差別化ができなくてお金と時間を無駄にしてい
るのが今の中国輸入業界の現状なのです。 
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また広告の下に表示された部分もクリックして覗いてみま
しょう。 
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１ページ目に表示されているということはGoogleがこの検
索キーワードを入力したユーザーにとって役に立つ可能性
があると判断したということです。 

打ち込む検索キーワードも色々変えて探してみましょう。 

また検索窓口に「 ランディングページ作成 楽天 」と入力す
ると広告の部分にココナラというサイトの広告が沢山表示
されると思います。 
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ココナラとは外注さんを探すサイトでこのサイトはLP制作
を請け負っている個人の業者が沢山登録しています。 

誰が良いデザイナーなのかという判断方法は費用を気にす
るよりもデザイナーの過去の実績を確認して画像が美しい
と思った人にお願いしてみるのが良い方法になります。 

台本はあなたが作るのでデザイナーは綺麗に作ってくれれば
それで良いからです。 
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打ち合わせ前にやること 

まだ、あと一つだけやるべきことがあります。 

それは打ち合わせで商品に対する熱き思いをあなたの口か
らしっかりとデザイナーに伝えるようにしてください。 

どの部分をカスタマイズしたのか、セット商品なら何を付
け足したのか、そのアイディアを電話もしくは直接お会いし
て伝えて欲しいのです。 

その前に栄養ドリンクを打ち合わせ前に飲んでおくことを
お勧めします。 
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なぜなら、『思い』というのは伝染するからです。 

例えば、あなたが眠い目を擦りながら打ち合わせをしてし
まうと相手から、 

「あぁ、今回の商品はそこまでやる気がないのかなぁ・・」
と思われてしまうからです。 
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そうなるとLPの出来も悪くなります。 

例え、あなたにその商品に対する熱い思いがほとんどない
場合でも、それをLP制作業者に悟られてはいけません。 

デザイナーは最後の打ち合わせの時のあなたの声のトーン
から、あなたの本気度を見抜きます。 

あなたが本気だと分かればデザイナーは力を発揮してくれて
そうでないなら忙しいのでテンプレで仕上げてこようとす
るからです。 
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中国で撮影をすると安いのか？ 

中国で撮影をすれば安くて良いLPが作れるのではないだろ
うか？と考える人もいると思います。 

それは半分正解で半分不正解です。 

既に中国は日本よりも物価の高い都市が多く存在します。 

安くLP制作を受けてくれる業者は日本よりは多いとは思い
ますが中国でもネット通販は既に苛烈な競争状態であり、 
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タオバオのトップ商品ともなれば日本で販売するよりも 
大金を稼げる可能性が高いわけです。 

それに中国人は世界中のAmazonにも出店しています。 

先進国のEC通販の世界でトップを取ると一気にお金持ちに
なれるため、中国の腕の良いLP制作業者にはひっきりなし
に注文が舞い込んでくる状況です。 

つまり、中国であろうと人気の業者は決して安く引き受け
たりしてくれないのです。 
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中国の業者だから安いのではなく中国は安い業者が多く存
在するだけなのです。 

費用を安く抑えることを考えるよりもデザイナーと細かい
部分について意思疎通ができるかどうかの方がはるかに重
要です。 

代行業者に安くて綺麗なLPを作ってもらえる中国の業者を
紹介されたとしても、 

あなたが細かく打ち合わせをしないなら魂が乗り移ったLP
にはならないはずです。 
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高速回転で作れ 

１つの商品ページに膨大な時間をかけて作り込んでしまう
と、いつまで経っても終わりが見えなくなります。 

ここに書かれていることを全て完璧に実行しようとしたら 
1年間で３商品を作るのだって大変な作業になるでしょう。 

初心者が1年で３商品しかリリースしなかったら、その人は
いつまで経っても初心者から卒業できません。 

ビジネスを素早く軌道に乗せるにはここに書かれているこ
とを時間をかけてやっているようではダメです。 
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このプロセスを高速回転させる必要があるのです。 

そのため自分が必ずやらなくてはダメなことと、そうでな
いことをハッキリと分けなければなりません。 

私としてはセールスの文章を考えるところはLP制作業者に
ある程度は任せても良いと思っています。 

ある程度技術のあるLP制作業者は物を売るためのセールス
ライティングは一通り習得しているはずだからです。 
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最初のうちは説明文を作り込む作業と画像編集を自分でで
きるようになることは後回しにした方が効率が良いでしょ
う。 

それよりもLP制作業者と二人三脚で作業を高速回転させる
べきです。 

そのため、役割分担で作業を進めましょう。 

あなたが絶対にやらないといけないことは「機能を漏れな
く調査すること」と「使用シーンを調べる」ことです。 

その他の部分は誰かに任せないと終わりが見えません。 
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購入したくなる文章の作り方 

私は商品の説明文はLP制作会社に任せてしまった方が効率
が良いと思っています。 

ですが、自分で作りたい人もいると思います。 

LP制作業者も説明文まで用意してきてもらえればデザイン
に集中できるので良いLPになる確率は上がるでしょう。 

また、最初の方で商品を購入したくなるよう文章を作れた
ら完璧と伝えましたが、 
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この購入したくなるような文章のことを、 

『セールスレター』と言います。 

そしてセールスレターを作るテクニックのことを、 

「セールス・ライティング」と言います。 
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私としては初心者がセールス・ライティングを習うのは、
効率が悪いと思っています。 

なぜなら、習ったところで完璧に仕上げるにはアウトプッ
トに膨大な時間を必要とするからです。 

また、セールスライティングを習えば商品が飛ぶように売
れると考えてることも大きな間違いです。 

物が売れる文章というのは簡単に言えば、 
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『感情を動かす文章』のことです。 

文章で人の心を動かすには一度作った文章に何度も何度も
修正を加える必要があります。 

なぜ、何度も修正を加えるのかと言うと、それだけ伝えた
いことがあるからです。 

自分が本当に良いものだと思っているからこそセールスに 
『情熱』が宿るのです。 
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例えば、漫才のネタを考えているお笑い芸人が何度もネタ
を修正するのと同じことです。 

ツッコミやボケのタイミングなど何度も修正を重ねるのは
それだけお客様に笑って欲しいと考えているからです。 
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つまり、物が売れる文章というのはその商品にどれだけの
情熱があるのかが重要なのであって、 

セールスライティングを習ったから売れるわけではないの
です。 

セールスライティングの技術だけが一人歩きすれば品質の
悪い商品でさえ大げさに誇張してしまうことになりかねま
せん。 

そうなれば『嘘』なわけですからクレームが多くなってし
まい最後は売りたいと思えなくなってくるわけです。 
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セールス・ライティングは品質の良い商品があって初めて
長時間取り組もうと思えるものです。 

苦労して探し出した本当に良い商品だからこそ説明文を、
何度も修正してまでメッセージを届けたくなるからです。 

それが本当の意味でのセールスレターであり自分が心の底
から良いと思っていない商品に使っても途中で馬鹿らしく
なって気持ちが入らなくなるはずです。 

逆に言えば、本当に心の底から届けたいと思える商品が見
つかればセールスライティングを使わなくても一生懸命に
伝えようとするはずです。 
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本当に心の底から良いと思っている商品に巡り会えたら、
友人や親や親戚にも自ら率先して宣伝するでしょう。 

何度も修正を繰り返して誤字脱字など絶対にないようにす
るはずです。 

完成した次の日もその次の日も納得できるまで修正を繰り
返すようになります。 

多くの人がセールスライティングを学んでも商品が売れるよ
うにならないのは商品自体に強い思い入れも心の底から伝
えたいメッセージも何もないからなのです。 
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話が長くなりましたが、 

そのような理由から思い入れがない商品に自分自身が、
セールスライティングを覚えて使っても、 

モチベーションが持続しないわけです。 

また、セールスライティングのテクニックというのは基本
的にはLP制作業者が熟知しています。 
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そもそもLPはセールスレターの法則に沿って作成されるの
が一般的だからです。 

だから、LP業者に商品の機能を伝えればセールスレターの
法則通りに仕上げてくれます。 

なので、セールスライティングをあなたが学んでも意味がな
いとは言いませんが途中でめんどくさくなると思います。 

そのためセールスレターと似ていますが、ちょっと違った
もっと簡単に売れる説明文が作れる、 
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「コピーライティング」というテクニックをお伝えしま
す。 

コピーライティングが使えれば売れる商品説明文を、 

高速回転で作り出すことできるからです。 
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必殺コピーライティング 

ここから誰でも簡単に売れる説明文を作れるテクニックを
紹介します。 

コピーライティングという技術です。 

コピーライティングとは物を売る時にとても使えるテク
ニックになります。 

これを商品ページに応用して簡単に売れる説明文を作りま
す。 
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その前に説明しなくてはいけないことがありますので、 

よく聞いてくださいね。 

実はコピーライティングの「コピー」とは真似するという、
意味ではないそうです。 

コピーライティングの「コピー」の意味は広告文という、
意味だそうです。 
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しかし、そんなことはどうでも良いのです。 

今回、私が説明するコピーライティングのコピーは 

「マネする」という意味で使わせてもらいます。 

「パクる」のではなく「似せる」テクニックになります。 

英語でいうと「リライト」と言うのでリライト・ライティ
ングとでも呼びましょうか（笑） 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ281 430



必殺リライト・ライティング？ 

コピーライティングの意味がコピーではないと説明しだすと
話がややこしくなります。 

コピーライティングの技術はほとんどパクリの技術です。 

ですが、コピーが広告の意味って「なんでやねん！」 
って思いますよね。 

もう、名前なんてどうでも良いので具体的なやり方の説明
に入りますね。 
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まず、文章で使われるコピーライティングを説明します。 

簡単に言うと良い文章に似せて作る方法です。 

人の心に刺さるフレーズを意図的に狙って作るのは文章を
本業にしている人であっても難易度が高いものです。 

そこでコピーライティングの出番です。 

例えばコピーライティングの世界で有名な「ピアノ・コピー」
というフレーズがあるのでご紹介します。 
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「私がピアノの前に座るとみんながドッと笑った」


「でも弾き始めると、、、」
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この文章は見た人の多くが続きを読んでしまったと言われ
る有名な「ピアノ・コピー」というフレーズになります。 

コピーライティングとは既に存在する有名なフレーズに、
似たような言葉を当てはめて上手いフレーズを作る方法の
ことです。 

ちょっとやってみますね。 

例えば、 
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「私が中国輸入をやると言うとみんなが笑った」 

「でも、その1年後には、、、」
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どうですか？


続きを押したくなりましたか？


では、もう一度やってみましょう！
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「私がウクライナまで1人旅をすると言うとみんなが笑った」


「でも、帰国してみると、、、」
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「私がビットコインに投資をしたらみんなが笑った」 

「でも、その4年後には、、、」
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どうでしょうか？


続きが気になりましたか？


私の書き方にも問題があるかもしれませんが素人が即興で
考えたにしてはだいぶマシに感じないでしょうか？
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このコピーライティングという技術は文章で稼いでいる、
世界ではめちゃくちゃ使えるテクニックと言われています


実はコピーライティング自体はマスターするのに難しいこ
とはありません。


やり方としては、このような良い感じのフレーズを見つけ
たらできる限りメモ帳などに保存しておくだけです。


そしてそれが使えそうな場面で取り出して当てはめて使うだ
けです。


つまり、コピーライティングを勉強したいなら文章を沢山
読んで、良いと思ったフレーズがあればメモ帳などに保存す
れば良いのです。
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単純に良いフレーズのストックが多い人ほど良い文章を作
ることができるという訳です。


そして私たちはこの方法を商品ページの説明文に応用する
ことで売れる説明文をスピード感を持って量産できるとい
うわけです。


これでセンスがない人でも売れる文章を作ることができる
ようになりましたね。


次は画像の中の背景について説明します。
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画像の背景について 

商品ページの背景も文章と同じです。 

「似せて」作らせて貰えば良いだけです。 

画像の場合はモデルの人物がお手本に選んだ商品ページと
同一人物でないかぎりは同じ画像になり得ないのであまり
気にせずにできる限り似せて作るだけで良いでしょう。 

例えば、この商品はタオバオで人気のレディースサングラス
なのですがモデルの女性を見てください。 
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３０代前半の黒髪のロングヘアの女性がモデルになってい
ますね。 

これと同じようなサングラスを販売するならモデルの雰囲
気もできる限り似せて作る方が良いでしょう。 
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もう一つだけ言わせてもらうと、顔の向きも右手の位置も
できる限り似せて撮影をすることをお勧めします。 

なぜならそちらの方が確実に再現性が高くなるからです。 

また、再現性だけでなくディレクションに使う時間も大幅
に短縮できます。 

稲妻のように天からアイディアが降ってこない限りは見本に、
選んだ商品ページと違う物に変更しないでください。 
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なぜならあなたが考えたことは間違っている可能性が高い
からです。 

人間は勉強しないと必ず間違うようにできているのです。 

残念ですが、あなたの頭の中に突然湧き出てくるアイディア
というのはほとんどの場合で間違っているのです。 

失敗する人は自分の経験と直感だけを信じて勉強を放棄し
たから負けていくのです。 
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飲食店をいきなり経営して失敗する人の多くはほとんどが
そんな感じです。 

「俺ならできる！」みたいな。 
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気持ちだけが大きくても勉強をしないと必ず負けます。 

あなたがこの文章を読んでいるのは知識がまだ十分に足り
ていないと思ったからですよね？ 

知識が十分に足りているなら既に脇目も振らずに全力疾走
しているはずです。 

このレポートに書かれていることはあなたが知らなかった
ことばかりだったはずです。 

よく聞いてください。 
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商品ページのデザインを考えていると突然あなたの頭の中
に無数のアイディアが降り注いでくるはずです。 

「これもいいな。！」 

「こんな感じのモデルさんならもっと可愛いだろうな！」 
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残念ですがそのアイディアはおそらく全て間違っています。 

なぜなら他の多くの人の頭の中にも同じ現象が起こってい
るのに成功者がほとんどいないからです。 

何がダメなのかというと、頭の中で想像した通りの画像を
作るのは簡単ではないのです。 

自分の理想通りの素敵なモデルが探しても見つからないか
もしれません。 
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また見つかったとしてモデルの撮影料金が1日２０万円でも
躊躇せずに支払えますか？ 

つまり、頭の中に浮かんでくる想像は現実には簡単に実行
できないことばかりなのです。 

話が長くなりました。 

この「マネする」というテクニックは間違いを起こさなく
なるだけでなく考えるという面倒な時間さえも短縮してく
れる便利な方法なのです。 
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間違ってもあのサングラスのモデルを２０代前半のギャル
のような女性に変更しないように注意しましょう。 

変えてしまうと再現性が下がってしまうからです。 

できるなら服のカラーも見本にしたモデルが着用している
服と似ているものを指定しましょう。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ306 430



顔の向きも姿勢も口紅の色も全てです。 

つまり、モデル自体は違う人物を使い、顔の向きや右手の
位置などは変更しないことで再現性を確保しながらコピー
ではないあなただけのオリジナルページが作れるのです。 

このやり方を使って考える時間を短縮しながら売れる商品
ページを高速回転で作るようにしてください。 

次はコピーライティングを使う時の注意点についてお伝え
します。 
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マネる場合の注意点！ 

全ての商品ページにペルソナを設定したり大金を投資して
クオリティの高いLPを作ることは、 

資金と経験値が乏しい初心者が実行するのは現実的ではあ
りません。 

そのため比較的簡単に結果が出やすくなる売れているペー
ジのモノマネが最も多く使われているのが現状です。 

しかし、この「マネる」というテクニックには気をつける
べき注意点が存在します。 
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同じサイト同士は避けた方が良い 

見本となる商品ページを選ぶときに多くの人がやってしま
う間違いは自分が販売する場所で売れているLPをマネする
ことです。 

楽天で販売する人は楽天で売れてるページを選んでしまう
のですが、それは最終手段にするべきです。 

なぜならアイディアを真似させていただいた相手の目の前
で商売をすることになるからです。 

ファミリーマートの前にファミリーマートを出店するよう
なものだからです。 
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これは流石にマネする相手に対して失礼すぎます。 

また相手から見ればいきなり喧嘩をふっかけられたと感じ
るかもしれません。 
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確かに商売はスポーツのような競争の要素もありますが、
マネした相手の目の前で同じ商品を販売しようとするのは
やはりマナーが悪すぎると思いませんか？ 

例えば、福岡県に行列のできる豚骨ラーメンのお店があっ
たとして、あなたはそのお店の味に感動したので徹底的に
研究して自分も同じ味のラーメンを作りました。 

ここまでは全然問題ありません。 

良いお店は参考にさせてもらうのは商売人なら当然です。 
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しかし、その店を千葉県の浦安に違う店名で出店するなら
マネされた方もまだ許せるでしょうが、 

盗んだ相手の目の前に出店するのは流石に相手に対して、
リスペクトが足りなすぎだと思います。 

デザインを盗まれた相手はあなたのことを頭がおかしい人
だと思うでしょう。 

いきなりステーキを真似した「やっぱりステーキ」ですら
まだいきなりステーキが出店していない沖縄を中心に出店
し始めたそうです。 
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せめて、マネさせていただくなら相手にはご迷惑をかけな
いように配慮するべきです。 
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既に上手くいっている人のやり方をマネる方法は初心者が
最短で結果を出すための効率の良い方法ではありますが、 

マネされた側の人は良い気分ではないことを理解しておか
なければいけません。 

ましてや、そのマネさせて頂いた人の目の前にそっくりな
お店を出店するのは流石に常識がなさすぎです。 

いきなり喧嘩をふっかけているようなものだからです。 
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そこまで露骨にやられてしまうと相手もおめおめと負けを
認める訳にもいかず、 

あなたが諦めるまで価格を下げ続けたりあなたのお店の商
品に対して逆に嫌がらせをしてくる可能性もあるからです。 

自分が誰かのマネをしているときは相手の顔が見えないの
で罪の意識がありません。 

確かに犯罪ではありません。 
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しかし、相手は自分の利益と努力を奪われているのです。 

マネされた相手はもしかしたらそれまでとても苦労して、
今回の商品でやっと成功したのかもしれません。 

その商品のページをマネされて同じ場所で販売を開始して
きたら、 
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「最初にやってきたのはお前の方だろ！」と攻撃的になっ
たとしても全くおかしな話ではありません。 

相手が絶対に負けるのが許せない勝ち気な人物だった場合
は最後は法廷まで争いが発展してもおかしくないのです。 

商売の世界ではお金が動いているので決して大袈裟な話だ
とは思わずに誰かのアイディアを使わせてもらう時は最大限
に配慮と注意をしながら行動するように心がけましょう。 
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他のサイトからマネする 

ということで、不必要なトラブルを回避しつつ、再現性を
確保しながら商品ページを量産するためにも、 

自分が販売する場所のセラーを真似することは最終手段、
にしましょう。 

決して、ダメと言っている訳ではありません。 

しかし、できる限り他のサイトから見本となるページを、
選ぶように努力を続けましょう。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ318 430



人は意識しておかないと自分が販売する場所で売れている
セラーばかりを目で追ってしまうものです。 

誰かをマネる時は自分が販売する予定のない場所の商品
ページを優先的に選ぶようにしましょう。 

楽天で販売するならアマゾンなどの商品ページを優先的に
選びましょう。 

逆にアマゾンで販売するなら楽天やアマゾンUSAのページ
を優先的に選びましょう。 
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またはタオバオやアリババのような海外の人気のページを
マネることも有効な方法です。 

楽天で販売する場合に楽天のページをマネするのは最後の
手段にしましょう。 

マネる場合はまずは他のサイトで人気のデザインを優先的
に選びましょう。 

でないと、「コイツは俺から全てを奪うつもりかよ！」
と、相手が露骨に嫌な気持ちになってしまうからです。 
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マネさせてもらうときは相手にご迷惑をおかけしないよう
に立ち回るのも商売の重要なテクニックの一つなのです。 
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見本となる商品ページの選び方 

まず販売する商品が決まったら、その商品をネット通販で
最も売っている会社を３つ調べてください。 

健康食品なら上場企業も含まれているかもしれません。 
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楽天の枠だけで考えずにその製品を最も販売している会社
を日本と海外から３つ探してそれぞれのLPを並べます。 

この時点ではLPの転換率は分からなくて結構です。 

他人の会社の転換率を調べることができないので当然で
す。 

アメリカのアマゾンも含め自社のネットショップしか運営
していない会社も全て調査してください。 
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おそらく調査で見つけた３つの会社のLPはどれを真似して
も成果が出る可能性は高いと思われます。 

並べたら次にその中で自分が「一番好き！」と思えるLP
を一つ選んでください。 

ここは直感で構いません。 

転換率は調べられないのでここは直感に頼るしかありませ
ん。 
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自分のセンスに不安があるなら家族か友人の中で最も優秀
だと思う人に決めてもらって下さい。 

「えいや！」っと勢いで決めても結構です。 

選んだLPを土台にしてコピーライティングを始めます。 

どうですか？　　簡単でしょ。（笑） 
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これはちゃんとしたプロが使っているテクニックです。 

というよりも、プロは裏でこうやっていたのです。 

あなたが中国輸入を10年続ければ、どこかでこのやり方が
最も効率の良い方法だと思う日が来ると思います。 

こうすることでデザイン会社に丸投げして作るよりも間違
いなく転換率の高いLPが作れます。 
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なぜなら既に売れてる商品ページを土台にして作った、 
台本だからです。 

自分勝手にペルソナを設定してもユーザーに刺さるページ
を作るのは難しく、失敗する可能性はかなり高いです。 

しかし、このマネるという方法は既に結果を出している
ページのオマージュ（敬意を持ってマネすること）なので、 

素人でも結果は出やすくなるはずです。 
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というよりも「結果が出る」と思います。 

この方法で台本を作成してデザイン業者に持ち込み綺麗な
画像に落とし込んでもらえれば、もう十分です。 

それではデザイン業者のやることがほとんどないではない
か？と思うかもしれませんが、 

今までの経験で言えばデザイン業者のやることがないくら
いに台本を作り込んだ方が転換率の高いページが作れるこ
とが多かったです。 
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結局、デザイン業者は最後の仕上げに使うくらいがちょう
ど良いのです。 

デザイン業者に台本を見せた時に「もうほとんど完成して
いるじゃないですか！」と言わせることができれば勝った
も同然です。 

多くの同業者は差別化もせずにその他大勢と同じ業者を使
い、台本も作らずにLP業者に丸投げしているからです。 

また、自分で考えたとしても既に売れている人をしっかり
と研究しないと全く刺さらないLPを作ってしまうのです。 
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また、人気ページを研究したとしても同じサイトから真似
てしまうことで不必要なトラブルに巻き込まれて疲弊して
いるのです。 

さて、最後に最もおすすめの売れるLPの作り方をお伝えし
ます。 

今まで話していたことをたったの５千円で高速回転で作る
方法です。 

現在楽天で儲かる中国製品のほとんどがこのやり方を基礎
にして作られています。 
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これこそが私が初心者にオススメする最も売れる商品ペー
ジを簡単に量産できる優れた方法になります。 

この方法をお伝えして、 

このレポートを最後にしたいと思います。 
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売れるページを５千円で量産する方法 

売れるページをそのまま使えるとしたらペルソナだとか、
台本だとかそんな面倒な作業は全て必要なくなります。 

問題なのはそのまま無断で使用しても相手から警告を受け
ない方法はないのか、真剣に考えなくてはいけません。 

考えた結果、私は海外の商品ページを使えばそれが可能 
だと気がつきました。 

つまり、海外の売れてる商品のページを日本語に翻訳して
使うのです。 
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これは全くの合法で法律違反でもなんでもありません。 

あるのはモラル的な心の問題だけなのです。 

あなたのマインドセットをぶち壊すためにも今から詳しく
ご説明します。 

まず、海外サイトのページを日本で問題なく安全に使える
ケースはその海外事業者が日本で販売をしていない場合に
限ります。 
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まず、日本の事業者の販売ページを無断で使用すると著作
権侵害で警告を受ける可能性は非常に高くなります。 

ましてや、楽天の人気ページともなれば１年間で稼げる、
利益は数千万円を超えるものも多くあります。 

警告を受けないと考える方がおかしいでしょう。 

日本人が日本国内で作った商品画像については無断で使う
のは絶対にやめましょう。 
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守るべき条件は日本人が作った商品ページは使わないこと
これだけです。 

また、中国人が日本で会社を運営してるケースも避けた方
が良いでしょう。 

しかし、大多数の中国人は中国本土から日本のアマゾンを
使って販売はしていますが、 

日本で開業届を出してしっかりと納税しているケースはほと
んどありません。 

つまり、日本のルールで税金を納めていないのです。 
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その場合、日本のAmazonには出店していても自分達が、
出店していない楽天でページが使われていても何も言って
こないケースがほとんどです。 

もし、注意があったとしてもメールが送られてくるだけで
すぐに取り下げれば大きな問題には発展しないケースがほ
とんどです。 

約束できませんが、私が10年間この業界に携わった経験で
は１度も聞いたことはありません。 

中国のページを日本語にして使い始めてから楽天でトップ
を何年間も継続しているのに、一度もありません。 
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また日本人の作ったページを無断で使用したとしても問題
なく使用が許されてるケースも普通にあります。 

それはAmazonで買った商品を楽天などで転売するケース
です。 

なぜなら商品ページ制作者ご本人のAmazonの店から購入
しているからです。 

もちろん、この場合もアマゾンの販売者から「転売はやめ
てくれ」と言われたら停止しなくてはいけないケースもあ
ります。 
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『停止しなくてはいけないケースもある』と表現したのは
転売行為というのはお店から「やめてくれ」と連絡を受け
ても罰する法律が存在しないからです。 

実際に日本では転売行為は頻繁に行われていてAmazonの
商品を楽天で高値で転売しているケースはよく見かけます。 
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その場合もアマゾンの画像がそのまま楽天で使用されてい
るケースがほとんどです。 

これと同じことが国を飛び越えることでさらに安全にでき
るようになります。 

厳密には中国人のセラーが日本で販売をする予定がない、
商品ページを日本語に置き換えて使用しても特に何も言わ
れないことがほとんどです。 

つまり、その中国人が日本で販売をする予定がないので、
どうでも良いのだと思います。 
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例えば、あなたが楽天で販売している商品をスペイン人が
大量に購入して、スペイン国内のどこかで高値で転売してい
るのが分かっても何も言わないのと同じことです。 

あなたの作った商品ページがスペイン語になって使われて
いたとしても何も言わないでしょう。 

また、中国のページを使ったとしてもそのお店から商品を
仕入れているならモラル的にも問題はないと思います。 

というよりも普通にお客様なので感謝されると思います。 
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つまり画像の権利者が今後出店予定がないエリアで転売す
るなら見逃されるケースがほとんどということなのです。 

また、注意を受けても罰する法律はありません。 

なぜならそのお店から仕入れているなら商品自体は、 
『画像と同じ本物』だからです。 

心配なら商品のブランド名を日本で検索してみて、そのブ
ランド所有者が日本で直接販売していないなら 
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商品ページ含め問題なく使えると考えて良いでしょう。 

実際にブランド名を入れてみると沢山の出品者が表示され
ると思いますが、 

そのほとんどは我々と同じことをしている日本人の中国輸
入プレイヤーのお店です。 

この商品を見てください。 
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↑ 
アリババで売れているbluetoothスピーカー 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ343 430



↑ 
ヤフーショッピングのbluetoothスピーカー 

ランキング 

このスピーカーを扱っている全ての日本人セラーは中国か
ら商品ページをそのまま日本語にして販売しています。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ344 430



もし、無断転載を不安に思うなら中国のお店に日本で転売
して良いか確認を取るのも、一つの方法です。 

ほとんどのケースで「OK！」と言ってくれると思います。 

ただ、私の商売の経験から申し上げますと仕入れ先のお店
に転売場所を正直に伝えるというのは商売人として賢くな
い行為だと思っています。 

わざわざ「あなたの商品をここならもっと高く売れます
よ！」と伝えることは自分の利益を減らすようなものだか
らです。 
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商売の世界では仕入れ先に販売場所を告げる必要はありま
せん。 

中国で仕入れるときも「日本の楽天で販売するのか？」と
聞かれたら 

「違います。」とはぐらかすべきだと思っています。 

またそれは、日本国内ならもっとシビアになるべきです。 
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日本の卸問屋に対しても馬鹿正直に、 

「いや～楽天でエライ売れてまんねや！」 

なんて言ってしまえば、 

翌日から卸問屋自ら楽天に出店してくることだってザラに
ある世界なのです。 
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私は日本人は日本独特の真面目な習慣を海外のビジネスに
も当然のように持ち込んでバカを見てると思ってます。 

中国人なら日本の商品を中国で高値で転売していてもわざ
わざ日本のお店に対して、 

「中国の〇〇であなたの商品を高値で転売しています！」 

と報告している場面を私は今まで一度も見たことも聞いた
こともありません。 

中国人は日本の商品を無断で勝手に転売して稼いでいるこ
とを知らないのでしょうか？ 
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また、中国人が私のお店から商品を大量に購入したとして
「お前ら中国のどこで転売しているんだ？」と質問しても 

教えてくれる中国人など1人もいないと思っています。 

絶対に隠そうとするはずです。 

なので本当に画像の無断転載が不安な場合を除いて中国の
お店に許可を得るのはやめておいた方が良いと思います。 
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商売の世界でそんなアホなことを毎回やっていたら遅かれ
早かれそのお店は潰れると思います。 

言葉は悪いですが商売人として「マヌケ」としか思えない
からです。 

言いすぎましたね。ごめんさない。 

話を戻します。 
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このように仕入れ先に海外を使うことによって中国だけで
なくアメリカやヨーロッパの商品ページですら、 

そのまま使用することが可能になるのです。 

もし罪悪感を感じるならそのお店から大量に購入してあげ
ているので売り上げに貢献しているくらいのマインドで、
丁度良いと思います。 

実際にあなたがそのお店の商品を大量に購入したことで、
中国のタオバオでもランキングが上がって露出が増えて、
売り上げにつながったのは事実なのです。 
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もし、中国人から連絡がきて、 

「それは私のお店の画像だ勝手に使うな！」 

と連絡が来たら、こう言って対応してください。 

 

（※でも自己責任でお願いしますね） 
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では、マインドブロックが外れたところで中国でオススメ
の仕入れ先の通販サイトを紹介します。 

日本ではまだほとんど紹介されていない穴場のサイトを
使ってやり方をご説明します。 

ビジネスでは他人と違う場所で販売するか、他の場所から
仕入れるか、またはその両方を駆使することでライバルと
の差別化が可能なのです。 

覚えておくと良いでしょう。 
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J Dドットコムとは 

JD.comとは一言で言うとタオバオのライバルECサイトに
なります。 

2013年よりスタートした当初は家電製品をメインに扱って
いましたが現在は多くの商材を扱う総合ECサイトとなりま
した。 
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品質に関してはタオバオのような品質の低い商品を排除し
て中～高くらいの品質の商品を中心に揃えています。 

イメージ的には巨大なセレクトショップのような位置付け
になっています。 

中国ECのBtoCモデルの市場において天猫(T-MALL)が60％
近い圧倒的なシェアを誇っています。 

JD.comのシェアが約25%という点を踏まえると天猫と、 
JD.comの2トップで実に8割以上の市場を独占しています。 
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中国国内ECサイトの売上シェア 

JDコムは中国ではタオバオの有力なライバルと言われてい
る有名な通販サイトです。 

この数年で急激に追い上げを見せ始めタオバオの宿敵とも
言える通販サイトです。 

中国では今、タオバオの一強時代は終わりに近づいている
のです。 
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なぜJDドットコムがなぜ良いのか？ 

タオバオやアリババは中国輸入業界の仕入れ先として有名
になってから既に10年近く時間が経過しています。 

数年前はタオバオやその中にあるTモール、または卸サイト
であるアリババが中国輸入の中心の仕入れ先でした。 

ですが、最近では中国国内でもタオバオやアリババを追随
するようなサイトが現れ始めました。 

その代表がJDドットコムになります。 
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JDドットコムが中国で人気になり始めた理由としては、 
中国人も裕福になり商品に品質の良さを求め始めたから、
と言われています。 

現時点では日本の中国輸入業界でまだ認知が低いJDドット
コムを使うことは仕入れ先の新規開拓として有望だと考え
たので、 

あえて中国輸入業界のレポートで初めて詳しくご紹介させ
ていただきます。 

また、個人的にもJDコムは中国国内の他のサイトよりも、
商品ページのクオリティに力を入れていると感じました。 
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そのため中国輸入プレイヤーにとって新たな仕入れの開拓
先としてとても有望と感じました。 

商品選びに関してタオバオと少しだけ使い勝手が違う部分
がありますので、今からそれを解説します。 

JDコムもタオバオと同じで必ず売れている商品を選んで、
ください。 
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累計レビューから推測する 

タオバオでは販売の月間数量が表示されていましたが、 
JDドットコムでは累計のレビューしか表示されません。 

レビューは１０件に１件程度の割合で入ると予想します。 

現在は累計レビューから月間の販売個数を予想するしかあ
りません。 

必ず累計レビューが多い商品から優先的に仕入れるように
してください。 
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https://global.jd.com/ 

↑リンクをクリック 

JDコムのサイトへ行く 
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価格の範囲を設定しよう 

「目覚し時計」を中国語に翻訳して検索窓口に入れてみま
した。 

現時点ではJDドットコムは値段が高めの商品が上位表示さ
れやすくなっているようです。 
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これは楽天のアルゴリズムと同じでJDコムに手数料が多く
入る商品を上位表示する仕組みなのかもしれません。 

なので、価格の範囲をもう少し狭めて設定しましょう。 

上限を５０元くらいに設定してみます。 
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これで値段の安い商品が表示されました。 

あとは累計レビューの多い商品から見ていきましょう。 

 

累計レビューが２０万件もある商品をクリックします。 
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累計レビューの中国語は→「累计评价」です。 

レビュー数から人気商品かどうかを判断しましょう。 
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JDドットコムはカラー毎にLPの内容が変わる 

JDドットコムはタオバオと違って商品のバリエーション、
ごとにLPのデザインが変わります。 

やってみましょう！ 
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これは商品ページの中の黒色の目覚まし時計をクリックし
たときのLPの画像です。 
 

商品ページ内で使われている画像も黒の目覚ましが中心で
す。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ371 430



今度は同じページに中にある白の目覚まし時計の画像をク
リックしてみます。 

 

すると、LPのメイン画像が白の目覚ましに変わりました。 
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Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ373 430



面白いですね！ 

このサイトがあれば商品ページに困ることはありません。 

コツとしては累計レビューが沢山あり写真も綺麗で、画像
枚数も沢山ある商品を中心に選ぶと良いでしょう。 
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JDドットコムの品質について 

JDドットコムはタオバオと違って品質が悪いものを置かな
いようにしているサイトだそうです。 

つまり品質についてはタオバオで仕入れるよりも心配する
必要がなくなったのです。 

その代わり同じデザインの商品でもタオバオと比べると、
値段が少し高めの設定に見えます。 

ですが不安な人もいると思いますので品質の良い商品の、
見抜き方も説明しておきます。 
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まず、大前提として中国製だから品質が悪くて、日本製だか
ら良い、というわけではありません。 

中国製品であっても値段の高いものは品質が良くて、日本
製であっても値段の安い物は基本的に品質は悪いのです。 

それを踏まえた上でJDコムで品質を確認する方法をお伝え
します。 

まず、商品レビューをクリックします。 
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左上に「好评度」９７％と表示されていると思います。 

この数値から品質を判断してください。 
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この数字でどうやって判断するのかというと、「好评度」
９７％の商品を仕入れて日本でクレームが多かったなら、 

次から９８％以上を仕入れれば良い、ということです。 

まだ未開拓な仕入れ先なのでここまでしか品質の良い商品
を見抜く方法が確立されていませんが、 

判断材料としては十分だと思います。 
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あとはあなたが実際に販売してみて経験値を増やしていき
ましょう。 

もちろんタオバオでも同じやり方が通用します。 
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JDドットコムのアカウント登録方法 

JDドットコムで商品をリサーチしていると頻繁にアカウン
トを登録を促すポップアップ画面が登場します。 

商品リサーチの邪魔になるのでアカウント登録を済ませて
おきましょう。 

ただし、2022年8月以降では何故かPC版では中国国内の、
電話番号でしか会員登録ができない状態になっています。 

そのためスマホ版で登録してください。 
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ただ、スマホ版だと画面全体の翻訳ができません・・ 

そのためパソコンからスマホ版を操作して登録する方法も
併せてお伝えします。

１・まず、GoogleChromeをインストールして下さい。

次にJDコムの公式公式サイトへアクセスします。

https://global.jd.com/

↑JDコムのサイト
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②・JDコムのサイトを開いたらChromeの右上から「その他
のツール」→「デベロッパーツール」を開きます。
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③・そうするとこのような画面が開きます。
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④・矢印の先のマークを押すとスマホ版の画面に切り替わ
ります。

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ384 430



 

⑤・これが切り替わったスマホ版の画面です。矢印の先を
クリックすると表示するデザインのスマホ機種を選べま
す。
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⑥・スマホ版の画面に切り替わったら右上からアカウント
登録の画面に進みます。
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⑦・矢印の先の「スマホ・簡単登録」をクリックします

⑧・「同意」をクリックします。
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⑨・左上のプルダウンをクリック（PC版だと中国しか表示
されないので注意）
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⑩・プルダウンから日本（0081)を選択します
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⑪・携帯番号から最初の０を抜いて登録します
（080-1234-5678→   80-1234-5678)
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⑫・登録したスマホのショートメールに6桁の番号が送られ
てくるので６０秒以内に入力しましょう。
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⑬・パスワードを設定します。
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⑭・これで登録完了です。PCからJDドットコムにアクセス
してみましょう。
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⑮・登録した電話番号とパスワードでログインしよう。
電話番号は００８１をつけた番号です。
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⑯・ログインしたらIDをメモしておこう。

海外のサイトなのでパスワードとアカウントを忘れたら再
発行が面倒なので必ず忘れないようにメモしておくように
しよう。

これで以上です。
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LPをデコレーションしよう！ 

海外の商品ページを日本語にした後に追加で加えることで
さらに売れるようになるオススメの画像があります。 

中国の商品ページをそのまま使うだけよりも明らかに転換
率が上がるとてもオススメの方法です。 

それはランキング受賞の画像です。 

画像のデザインはGoogleの画像検索で、 
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「楽天ランキング１位」と入力すれば沢山出てきます。 
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もし、デザインを自分で選ぶのが難しいと感じるなら家族
や友人で美術のセンスのありそうな人に選んでもらうと良
いでしょう。 

楽天のランキングは意外と簡単に獲得できるものです。 

大切なことはランキング上位に食い込んだ時にそれを見逃
さないことです。 

そのためにオススメの無料ツールをご紹介します。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ399 430



ランキングチェッカー（無料） 
 

https://ranking.goqsystem.com/ranking_manual.php 
↑クリック 
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この無料ツールを使えば毎日あなたの商品のランキングを
自動でキャプチャしてメールで配信してくれます。 

もし、このサービスが途中で終了してもGoogleで「ランキ
ングチェッカー」と入力すれば無料で提供している業者が
沢山でてくるので心配はありません。 
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品質の良い工場だけを扱っているサイト 
 Made-in-China.comの紹介 

 

海外のサイトを使えばページを丸コピしても問題ないと、
説明しましたが、 

ペルソナやコピーライティングを使って日本のLP業者を
使って商品ページを作る場合は、 

できる限り品質の良い工場を選びたいはずです。 
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最後にアリババよりも品質が良い工場が多く存在するサイ
トMade-in-China.comを紹介します。 

Made-in-China.comはサイトの運営団体が自ら品質の
チェックや工場の視察を行っており、 

海外向けに出荷しても良いと思える工場だけを登録してい
るサイトになります。 

現時点で最も品質の高い製品を仕入れられる可能性のある
有力なBtoBサイトです。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ403 430



Made-in-China.com　サイトURL 

https://jp.made-in-china.com/ 
 

１・右上のプルダウンから画面を日本語にできます。 
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２・日本語でbluetoothイヤホンと入力すれば運営が選んだ
工場の一覧が表示されます。 
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３・矢印の先にある「検証サービスによってレビューされ
たサプライヤー」と表示されるマークをクリックしてみて
ください。 
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４・すると工場の写真や動画が表示されます。 

工場の写真や動画を見てしっかりとした工場かどうかを確
認してみましょう。 

注意深く見る場所としては工場の人数は何人くらいで建物
の大きさはどの程度なのかを確認してみましょう。 
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写真や動画から設備が立派だと思う工場を選ぶことで現地
に行かなくても良い工場を調べることができます。 

これらの方法を使えば多くの中国輸入参加者がタオバオや
アリババから仕入れをしている中で自分だけは他人と違う
行動を取ることができ、 

不毛な争いを回避しながら有利にビジネスを進めていくこ
とができるようになるのです。 

多くの人がアマゾンやメルカリで中国輸入をやっているな
ら楽天で販売しましょう。 
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みんながOEMをやっているなら自分は海外からページを、
そのまま持ってきて転売をやりましょう。 

世間で流行っているノウハウに安易に便乗するのではなく
販売場所を変えてみたり仕入れ先を変えてみたり、 

またその両方を使ってライバルとの差別化を作り出すよう
にしてください。 

この考え方はこれから先も永久に使えるテクニックなので
商売の世界の飛び込んだなら絶対に忘れないでください。 
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他人と少し違うだけで得られる利益は文字通り、 

ケタ違いに変わるのですから。 

Copyright ©  Watanabe Shinya　All Rights Reserved　　 / ページ410 430



最後に 

お疲れ様でした。 

まだ細かい部分で伝え足りない箇所が残っていますが、 

これだけの内容をPDFで書き記しておけば十分だと思い、
ここで執筆を終了させていただきます。 

今回のレポートの内容は私が実際に自分が稼ぐためにやっ
てきた具体的な手法や考え方を全て文章に書き起こしたも
のになります。 
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聞けば簡単に聞こえることでも実際には10年間中国輸入に
関わらなければ書けない内容も沢山あります。 

もし、この内容の続きがさらに深く知りたいと思うなら、 

続きはこれを読んでいるあなたが書いてみてください。 

私があなたの為にできるのはここまでとなります。 

それと一つだけ約束してください。 
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ここに書かれている内容を自分のノウハウかのように、 
TwitterやnoteやYoutubeで無断で公開しないで下さい。 

今から中国輸入を始めようとしている何も知らない人に、
ここに書かれている内容をあなたが話してしまうと、 

聞いた人は「すごい人なんだ！」と思ってあなたにお金を
支払ってくれるかもしれません。 

ですが、教わった人が不幸になるからやめてください。 
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私はそのような不幸な人を作りたくてこれを書いたのでは
ありません。 

あなたに中国輸入で稼いで欲しくて、その礎（いしずえ）になる
ために書き記したのです。 

それにここに書かれたことをアウトプットするには最低で
も１～２年の時間は必要になることでしょう。 

商品ページだって最低でも１０回以上は作らないと人に 
教えるほどマスターすることはできないはずです。 
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これは私が中国輸入で戦い続ける日本の同胞達に向けて、
書いたものです。 

自分が作ったふりをして誰かからお金を騙しとったり、 
あなたのフォロワーを増やすための道具に利用されるため
に書いたのではありません。 

そこだけは、どうかご理解をお願いします。 

最後までご覧いただき、ありがとうございました。 
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メルマガのご案内 

最後に、もう一つだけ大切なことを伝え忘れてました。 

私が海外に商品を買い付けに行った時の失敗談や中国輸入
でやらかしたエピソードなど過去5年間に渡ってメルマガで
配信させていただきました。 

その時に好評だった内容だけを厳選して毎日１話づつ配信
しています。 

シークレットな環境の中でないと言えない業界の裏話や、 
『中国語の商品ページを簡単に日本語に翻訳する方法！』 
や、 
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『サラリーマンでも120％受かる楽天審査の突破方法！』 
などのやり方もご紹介しています。 

中国輸入を真剣に検討している方やさらに踏み込んだ上級
テクニックについて知りたい方は無料なので１度試しで、
聴いてみてください。 

中国輸入業界では珍しい音声形式で配信しています。 

過去に配信したメルマガの中で最も人気の高かった、 
ベスト盤を全て無料で配信しております。 

また必要ない場合でもクリック一発で簡単に解除すること
が可能です。 
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有料な商品を勧めることも絶対にありませんのでご安心 
ください。 

中国輸入業界の関係各社様からも大変好評です。 
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３０歳の手前まで 

新聞配達の 
アルバイトだった僕が 
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中国輸入で月収100万 

稼ぐと言ったとき 

みんなが笑いました 
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でも、やり始めると・・・ 
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その内容を全て公開！ 

続きはメルマガの中で！ 

↓↓↓ 

【メルマガの登録はこちら】   

↑↑↑ 
WATANABE   SHINYA 
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本PDFやブログ記事の内コンテンツの著作権はすべて編集・発行元に帰属します。本PDF
やブログ記事の内容の部分または全部を無断転載、転送、再編集など行なうことは禁止し
ます。サイト【ヒット商品を出して悠々自適に生活する方法】(https://
importbusiness.tokyo/)においても同様です。
無断転載・無断引用に対しては部分全体を問わず、いかなる事由においても、関係各社と
協議の上、法的措置を取り厳正に対処させて頂きます。
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